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特集特集　広域雇用創出クラスター担い手育成事業広域雇用創出クラスター担い手育成事業

地域地域のの雇用創出雇用創出にに向向けてけて
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特集特集　広域雇用創出クラスター担い手育成事業広域雇用創出クラスター担い手育成事業

地域地域のの
雇用創出雇用創出にに

向　　 向けてけて

　

登
別
市
と
白
老
町
は
、
年
間
約　

万
人

５３０

も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
北
海
道
を
代
表
す

る
観
光
地
の
一
つ
で
す
。

　

一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
に
隣
接
す
る

室
蘭
・
苫
小
牧
市
は
、
製
鉄
や
製
紙
な
ど

を
中
心
と
し
た
北
海
道
を
代
表
す
る
工
業

都
市
で
す
。
こ
れ
に
挟
ま
れ
る
形
で
位
置

す
る
登
別
・
白
老
地
域
は
、
工
業
の
集
積

が
低
く
、
地
域
経
済
を
引
っ
張
る
企
業
も

少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
経
済
活
性
化
や

雇
用
の
場
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

登
別
市
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を

軸
と
し
た
産
業
を
集
積
し
、
市
内
全
域
を

一
つ
の
観
光
経
済
圏
と
し
て
機
能
さ
せ
る

『
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
計
画
』
を
策
定

し
、
新
産
業
の
創
出
と
地
元
企
業
の
育
成

を
図
り
な
が
ら
、
雇
用
の
創
出
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
態
と
し
て
は
、
産
業
間
や

企
業
間
の
連
携
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
観
光
を
軸
と
し
た
新
事
業
展
開
を
担

う
人
材
、
と
り
わ
け
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
（
緑
豊
か
な
農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
、

そ
の
自
然
や
文
化
、
人
々
と
の
交
流
な
ど

を
楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
）
な
ど
の

進
展
や
国
際
観
光
都
市
化
に
伴
う
観
光
分

野
、
今
後
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
健
康
保
養

分
野
な
ど
に
お
い
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
対
応
で
き
る
人
材
が
不
足
し

て
い
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
、
新
事
業

展
開
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
意
欲
あ

る
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

白
老
町
は
、
観
光
振
興
だ
け
で
な
く
、

観
光
と
地
場
産
品
の
連
携
に
よ
る
販
路
拡

大
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
既
存
資
源
を

新
た
な
雇
用
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
人
材

や
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
、
商
品
開
発
を

担
う
中
核
的
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
そ

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
白
老
町
を
代
表
す
る
『
ポ

ロ
ト
コ
タ
ン
・
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
』
は
、

北
海
道
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
文
化
的
な
要
素
を
取
り

込
ん
だ
も
の
）
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で

あ
り
、
ア
イ
ヌ
文
化
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
自
然
環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
そ

の
土
地
特
有
の
自
然
・
生
活
文
化
な
ど
の

資
源
を
持
続
さ
せ
て
い
く
旅
行
の
概
念
）

や
体
験
観
光
と
い
っ
た
成
長
分
野
に
、
北

海
道
な
ら
で
は
の
価
値
を
付
加
す
る
貴
重

な
財
産
で
す
が
、
文
化
を
継
承
す
る
人
材

や
事
業
化
を
目
指
す
人
材
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が

不
足
し
て
お
り
、
そ
の
確
保
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
緩

和
す
る
方
法
と
し
て
、
無
料
職
業
紹
介
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
特
に
労
働

力
の
需
要
と
供
給
が
合
致
し
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
解
消
を
図
る
た
め
、
情
報
提
供

機
能
の
さ
ら
な
る
充
実
も
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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実　施　主　体事　業　名　な　ど事　業　区　分

登別市登別観光協会補助金

観 光 振 興 に 係 る 事 業

登別市、白老町登別白老観光連絡協議会補助金

白老町白老観光協会助成金

西胆振戦略的観光推進協議会東アジア観光プロモーションへの参
加

白老町アイヌ民族博物館社会教育事業

白老町中核イオル整備促進事業

登別市起業化支援事業補助金
創 業 促 進 に 係 る 事 業

登別市産業クラスター形成協議会の設置

北海道、登別市、登別商工会議所北海道どさんこプラザへの出店

販 路 拡 大 支 援 に 係 る 事 業

登別市、登別商工会議所、白老町、
白老町観光物産振興協議会

リンケージアップフェスティバル 
への出店

登別市（札幌のぼりべつ会、東京
登別げんきかい）、白老町（東京
白老会）

ふるさと会を通じた販路拡大

白老町無料職業紹介事業情報提供機能充実に係る事業

　

登
別
・
白
老
地
域
は
、
中
国
や
台
湾
、

韓
国
な
ど
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
か
ら

の
観
光
客
が
増
加
し
て
お
り
、
中
国
語
な

ど
に
堪
能
な
人
材
や
海
外
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
な
ど
に
対
応
で
き
る
人
材
が
不
足
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
期

待
さ
れ
る
観
光
産
業
の
振
興
と
安
定
的
な

雇
用
創
出
を
図
る
た
め
に
、
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
を
軸
と
し
た
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

（
集
積
）
の
形
成
を
目
指
し
て
お
り
、
ク

ラ
ス
タ
ー
を
形
成
す
る
次
の
事
業
で
の
、

中
核
的
人
材
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
事

業
展
開
・
事
業
拡
大
を
担
う
人
材
の
育
成

と
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
地
域
を
総
合
的
に
案
内
で
き
る
広
域
コ

　

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業

�
ア
イ
ヌ
伝
統
芸
能
や
民
族
楽
器
な
ど
の

　

体
験
学
習
事
業

�
ア
イ
ヌ
伝
統
文
化
を
核
と
し
た
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
（
地
域
の
食
文
化
を
見
直
し
、

素
材
・
作
り
方
・
食
べ
る
と
き
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
も
大
事
に

す
る
こ
と
）
店
の
開
業
な
ど
を
支
援
す

る
事
業

�
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
生
活
空
間
を
再

　

生
す
る
事
業
（
中
核
イ
オ
ル
整
備
事
業

�
健
康
保
養
型
観
光
を
担
う
健
康
サ
ー
ビ

　

ス
事
業

�
『
白
老
牛
』
や
『
虎
杖
浜
た
ら
こ
』
な

　

ど
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
観
光
分
野
で
販

　

売
す
る
事
業

　

白
老
町
は
、
雇
用
の
場
の
開
発
（
新
規

企
業
の
誘
致
や
雇
用
の
創
出
の
連
携
・
情

報
交
換
な
ど
）
や
進
出
企
業
、
立
地
企
業
、

既
存
企
業
の
効
率
的
、
集
中
的
な
求
人
・

求
職
の
結
合
を
促
進
す
る
た
め
、
離
職
者

や
未
就
職
者
の
た
め
の
生
活
相
談
や
就
労

相
談
な
ど
を
充
実
し
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

の
改
善
を
図
る
無
料
職
業
紹
介
事
業
に
取

り
組
み
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
既
存
企
業
な
ど
を
は
じ
め
、

誘
致
し
た
立
地
企
業
や
新
た
に
誘
致
し
よ

う
と
す
る
企
業
に
と
っ
て
、
専
門
技
術
職

な
ど
の
人
材
確
保
で
は
、
情
報
不
足
に
よ

る
労
働
力
の
需
要
と
供
給
が
合
致
し
な
い

な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
の
雇
用
改
善
に
向
け

た
広
域
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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地域の雇用創出に向けて

▲伝統工芸

）
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　　地域全体のガイドのスキルアップ（能力向上）を図るとともに、ガイド事
　業の中核となる人材を育成し、この分野での起業化を支援します。

��������	
��
�����

　登別・白老観光の新たなニーズであるエコツーリ
ズムの分野では、雇用機会の創出につながる起業化
や創業の動きがありますが、その実現に向けた事業
の中核を担う専門的な知識を有した観光ガイドに人
材が不足していることから、人材の育成を図るため、
ノウハウを持つ企業に委託して広域コンシェルジュ
養成講座を実施します。
※コンシェルジュとは、ホテルなどで、客の要望に
　応じて観光の手配や案内などを行うスタッフの意
　味ですが、ここでは、登別・白老の地域情報など
　を紹介・案内する人材と位置づけています。
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　これまで、地域を支えてきたボランティアガイド
の皆さんを対象に、ガイドの専門的知識を学ぶ講座
を開催し、地域のガイド全体のスキルアップを図り
ます。
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　地域ブランドとなっている地場産品について、販
路開拓や商品開発を担う中核的人材を育成するため、
道外大都市で実践研修を実施します。
　また、道外大都市やリンケージアップフェスティ
バルへの出店、道内のスーパーや百貨店、ふるさと
会を通じた首都圏での販売や出店により販路開拓を
図りながら、商品開発を担う人材の育成を支援し、
新たな雇用に結び付けます。
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　アイヌ文化を核とした観光振興を図るため、体験
学習指導員やアイヌ民族博物館等のガイドなどの人
材を育成するとともに、アイヌ伝統料理を核とした
スローフード店の事業化による雇用創出を図るため、
専門家による講習会を通して、商品開発や店舗経営
を担う中核的人材を育成します。
　また、アイヌ民族の伝統文化を担う人材の育成や
民族文化、歴史性を前面に出した特色ある商品の開
発を行い、事業の多角化と雇用拡大に結び付けます。
�博物館ガイド、体験学習指導員等育成事業
�商品開発と店舗経営を担う人材育成事業
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　地域特性を考慮し、雇用環境に迅速に対処した雇
用の創出を図るため、雇用開拓員による細やかな求
人・求職情報の収集を行い、求職者への的確な職業
情報提供や事業所における人材確保を図ります。
　また、再就職を希望する方や若年者の雇用がスム
ーズに進むよう次の事業を実施するとともに、無料
職業紹介事業をベースに、求職者に対する相談業務
や求人情報の発掘と収集、新卒者の就職に向けた学
校との連携、企業が求める人材の供給により、新た
な雇用に結び付けます。
�雇用情報提供による就職支援活動事業
�再就職セミナー・カウンセリングセミナー

��������	
��

▲▼広域コンジェルジュ養成講座

▲アイヌ民族博物館
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地域の雇用創出に向けて
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　地域の有効求人倍率や高校生の就職内定率は、昨年
より改善しつつあるものの、厳しい状況は脱していま
せん。
　また、就職希望先としては、地元への希望が圧倒的
に多いことから、登別・白老地域の基幹産業を支える
分野での、スキルアップ研修に多くの方の参加を見込
めます。
①１年度目
�観光を担う人材育成事業参加予定者　　　　232人
�求人・求職支援事業利用予定者　　　　　　270人
②２年度目
�観光を担う人材育成事業参加予定者　　　　227人
�求人・求職支援事業利用予定者　　　　　　300人

������

　観光が基幹産業となっている登別・白老地域は、一
体となった観光振興を図るため、登別白老観光連絡協
議会を設置し、誘客や宣伝に努めていますが、国際化
や観光客ニーズの変化、健康保養ブームが高まりを見
せる中、ホテルや観光施設ではこれらを担う人材が不
足しており、これらの人材を育成することによって、
観光関連分野を中心とした雇用や起業による雇用創出
が期待できます。
①１年度目
�観光を担う人材育成事業による雇用創出予定　　　

85人
�求人・求職支援事業による雇用創出予定　　　　　

85人
②２年度目
�観光を担う人材育成事業による雇用創出予定　　　

126人
�求人・求職支援事業による雇用創出予定　　　　　

30人

※この事業は、地域が一体となって推進するために、
　登別市や白老町、登別商工会議所、白老町商工会、
　登別・白老観光連絡協議会、日本工学院北海道専門
　学校で構成された『登別白老雇用協議会』が行って
　います。

この特集に関するお問い合わせは

商工労政グループ
� ○８５ ２１７１
� ○８５ １１０８

Ｅメール：shoko@city.
noboribetsu.hokkaido.jp
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　国際観光都市としての充実を図るため、海外からの
Ｅメールに対応できる中核的人材や観光ビジネスに対
応できる人材を育成するとともに、基幹産業の観光に
新たな視点で取り組みできる意欲ある人材を育成し、
雇用創出を図ります。
　また、中国や台湾、韓国など、東アジアからの観光
客が増加する中で、これに対応できる人材が不足して
いることなどから、対応できる人材を育成し、国際観
光地としての受け入れ体制整備を進めるホテルなどへ
就業の促進を図ります。
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　パソコンを活用し外国
語から日本語への翻訳や
中国、韓国の文化背景な
どを学ぶとともに、観光
のビジネス実務に対応で
きる人材を育成します。

��������	


　友好交流都市の広
州市（中国）に意欲
ある人材を派遣し、
中国や台湾からの受
け入れ対応の中核と
なる人材を育成しま
す。

▲広州市（中国）

��������	
��


▲大湯沼

▲ポロトコタン
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永
年
に
わ
た
り
、
体
育
団
体
役
員
と
し

て
体
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
体
育
指
導
委
員
会
委

員
と
し
て
体
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

 山 崎   　 興  一 　（７０歳）
やま ざき こう いち

中央町１丁目１０番地１４

さん 武 田   　 光  廣 　（６９歳）
たけ だ みつ ひろ

新川町４丁目６番地３

さん

��������	
����	��
��

��������	
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�������

��������	
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�
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�
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��������������	
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永
年
に
わ
た
り
、
商
工
団
体
役
員
と
し

て
産
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。  鈴 木   　　　 實 　（７６歳）

すず き みのる

常盤町５丁目３７番地７

さん

　

永
年
に
わ
た
り
、
登
別
保
護
区
の
保
護

司
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

 近 井   　惠
ちか い けい

    子 　（７６歳）
こ

幌別町１丁目１１番地４

さん

����������������
����������

平成１７年度



�

　

永
年
に
わ
た
り
、
登
別
保
護
区
の
保
護

司
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

 小 松
こ まつ

   　 悦 子   　（６８歳）
えつ こ

緑町２丁目８番地

さん

　

永
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
教
育
委
員
会

委
員
な
ら
び
に
委
員
長
と
し
て
教
育
文
化

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
（
平
成　

年
６
月

17

　

日
に
表
彰
）
。

21

　  峰  田  弘  道 　
みね た こう どう

鷲別町３丁目２３番地２

さん
享年
６９歳（　 ）故

��������	
��
����	
��

自
治
貢
献
表
彰

�
�
�
�
�

　
　

札
内
町　

番
地

３７３

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
長
と
し
て
地

方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
伊 　
 
清 　
 
淳 　
 
彦 

い 

せ
い 

あ
つ 

ひ
こ

 
竹 　
 
中 　
 
脩 　
 
嚴 

た
け 

な
か 

の
ぶ 

よ
し

 
阿 　
 
部 　
 
欽 　
 
悦 

あ 

べ 

き
ん 

え
つ

（　

歳
）

７５
（　

歳
）

６５
（　

歳
）

６０

　
　

若
草
町
３
丁
目
９
番
地　
１５

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
上 　
 
野 　
 
和 　
 
夫 

う
え 

の 

よ
し 

お

　
　

鷲
別
町
５
丁
目　

番
地
７

24

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
江 　
 
川 　
　
　
 
正 

え 

が
わ 

た
だ
し

　
　

鷲
別
町
２
丁
目　

番
地
５

３７

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
大 　
 
澤 　
 
昭 　
 
三 

お
お 

さ
わ 

し
ょ
う 

ぞ
う

（　

歳
）

７４
（　

歳
）

７２
（　

歳
）

７３

　
　

片
倉
町
３
丁
目　

番
地　

２８

１６

　

多
年
に
わ
た
り
、町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
上 　
 
村 　
 
忠 　
 
雄 

う
え 

む
ら 

た
だ 

お

（　

歳
）

７５

　
　

幌
別
町
７
丁
目
７
番
地
６

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

新
栄
町
１
番
地　
５６

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
長
と
し
て
地

方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

美
園
町
２
丁
目
２
番
地
７             

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
関 　
 
根 　
　
　
 
實 

せ
き 

ね 

み
の
る

　
　

桜
木
町
２
丁
目　

番
地　

２６

５５

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
田 　
 
渕 　
 
純 　
 
勝 

た 

ぶ
ち 

す
み 

か
つ

　
　

新
川
町
４
丁
目
１
番
地　
２９

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
根 　
 
元 　
 
富 　
 
雄 

ね 

も
と 

と
み 

お

（　

歳
）

７１
（　

歳
）

７５
（　

歳
）

６０

　
　

幌
別
町
３
丁
目　

番
地
１

１４

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
佐  
 々 
木 　
　
　
 
繁 

さ 

さ 

き 

し
げ
る

（　

歳
）

７５

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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千
歳
町
４
丁
目
１
番
地　
２１

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
松 　
 
田 　
 
保 　
 
啓 

ま
つ 

だ 

や
す 

ひ
ろ

　
　

若
山
町
１
丁
目
８
番
地
７

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
前 　
 
田 　
 
文 　
 
彦 

ま
え 

だ 

ふ
み 

ひ
こ

　
　

鷲
別
町
１
丁
目　

番
地
３

１６

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
森 　
 
野 　
 
泰 　
 
範 

も
り 

の 

や
す 

の
り

（　

歳
）

６４
（　

歳
）

６０
（　

歳
）

７４

　
　

片
倉
町
５
丁
目
８
番
地　
１０

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
藤 　
 
原 　
 
正 　
 
敏 

ふ
じ 

わ
ら 

ま
さ 

と
し

（　

歳
）

７２

　
　

新
川
町
２
丁
目　

番
地　

３５

１３

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
渡 　
 
邊 　
　
　
 
博 

わ
た 

な
べ 

ひ
ろ
し

（　

歳
）

８４

社
会
貢
献
表
彰

　
　

登
別
東
町
４
丁
目
５
番
地

　

多
年
に
わ
た
り
、
登
別
保
護
区
の
保
護

司
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

 
川 　
 
西 　
　
　
 
悟 

か
わ 

に
し 

さ
と
る

（　

歳
）

５７

　
　

中
央
町
１
丁
目　

番
地
１

１６

　

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
推
薦
会
委

員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

 
木 　
 
村 　
 
時 　
 
子 

き 

む
ら 

と
き 

こ

（　

歳
）

６９

　
　

常
盤
町
５
丁
目　

番
地
１

３２

　

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

 
前 　
 
野 　
 
充  
紀  
子 

ま
え 

の 

み 

き 

こ

　
　

登
別
東
町
４
丁
目　

番
地
４

２３

　

多
年
に
わ
た
り
、
予
防
接
種
医
と
し
て

地
域
医
療
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
佐 　
 
 々　
 
保 　
 
基 

さ 

さ 

や
す 

き

　
　

中
央
町
５
丁
目
４
番
地
３

　

多
年
に
わ
た
り
、
学
校
医
と
し
て
児
童

生
徒
の
健
康
管
理
な
ら
び
に
学
校
環
境
衛

生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
開 　
 
田 　
 
博 　
 
之 

か
い 

だ 

ひ
ろ 

ゆ
き

（　

歳
）

５０
（　

歳
）

６１
（　

歳
）

４８

　
　

鷲
別
町
３
丁
目　

番
地
４

３４

　

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

 
茂 　
 
野 　
 
和 　
 
雄 

し
げ 

の 

か
ず 

お

（　

歳
）

７３

　
　

富
士
町
５
丁
目　

番
地
２

１１

　

多
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
交
通
安
全
思
想
の
啓
発
な
ら

び
に
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
佐 　
 
藤 　
 
幸 　
 
一 

さ 

と
う 

こ
う 

い
ち

　
　

桜
木
町
５
丁
目　

番
地　

１２

５０

　

多
年
に
わ
た
り
、
登
別
技
能
協
会
役
員

と
し
て
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
佐 　
 
藤 　
 
英 　
 
雄 

さ 

と
う 

ひ
で 

お

（　

歳
）

５８
（　

歳
）

７１

・

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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桜
木
町
２
丁
目　

番
地　

２６

２４

　

多
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
青
少
年
補
導

委
員
と
し
て
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ら
び

に
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

 
秋 　
 
葉 　
 
三  
樹  
雄 

あ
き 

ば 

み 

き 

お

　
　

登
別
東
町
５
丁
目　

番
地
６

３９

　

多
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
青
少
年
補
導

委
員
と
し
て
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ら
び

に
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

 
鈴 　
 
木 　
 
幸 　
 
子 

す
ず 

き 

さ
ち 

こ

　
　

富
士
町
２
丁
目　

番
地
１

１３

　

多
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
社
会
教
育
委

員
と
し
て
社
会
教
育
活
動
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

 
楠 　
 
本 　
 
賢 　
 
一 

く
す 

も
と 

け
ん 

い
ち

（　

歳
）

５７
（　

歳
）

５６
（　

歳
）

５７

　
　

柏
木
町
４
丁
目
３
番
地
１

　

多
年
に
わ
た
り
、
体
育
団
体
役
員
と
し

て
体
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
石 　
 
亀 　
　
　
 
裕 

い
し 

が
め 

ゆ
た
か

　
　

鷲
別
町
１
丁
目
７
番
地
５

　

多
年
に
わ
た
り
、
体
育
団
体
役
員
と
し

て
体
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
伊 　
 
藤 　
 
利 　
 
幸 

い 

と
う 

と
し 

ゆ
き

　
　

柏
木
町
３
丁
目　

番
地　

３６

１２０

　

多
年
に
わ
た
り
、
体
育
団
体
役
員
と
し

て
体
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
尾 　
 
形 　
 
優 　
 
子 

お 

が
た 

ゆ
う 

こ

（　

歳
）

５９
（　

歳
）

７３
（　

歳
）

６５

　
　

登
別
本
町
１
丁
目
８
番
地
２

　

多
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
社
会
教
育
委

員
と
し
て
社
会
教
育
活
動
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

 
白 　
 
田 　
 
明 　
 
義 

し
ら 

た 

あ
き 

よ
し

（　

歳
）

５２

　
　

富
士
町
６
丁
目　

番
地
２

３４

　

多
年
に
わ
た
り
、
体
育
団
体
役
員
と
し

て
体
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
小 　
 
杉 　
 
博 　
 　
 

こ 

す
ぎ 

ひ
ろ 

き

　
　

中
央
町
２
丁
目
１
番
地
２

　

多
年
に
わ
た
り
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
登

別
第
１
団
役
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育

成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
菅 　
 
野 　
 
正 　
 
一 

す
が 

の 

ま
さ 

か
ず

　
　

中
央
町
３
丁
目　

番
地
８

２４

　

多
年
に
わ
た
り
、
文
化
団
体
役
員
と
し

て
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
前 　
 
川 　
 
和 　
 
子 

ま
え 

か
わ 

か
ず 

こ

（　

歳
）

６９
（　

歳
）

６１
（　

歳
）

７３

　
　

柏
木
町
１
丁
目　

番
地
１

２０

　

多
年
に
わ
た
り
、
体
育
団
体
役
員
と
し

て
体
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
小 　
 
川 　
　
　
 
将 

お 

が
わ 

す
す
む

（　

歳
）

６２

　
　

美
園
町
２
丁
目　

番
地
３

１４

　

多
年
に
わ
た
り
、
文
化
団
体
役
員
と
し

て
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
横 　
 
山 　
 
明 　
 
子 

よ
こ 

や
ま 

あ
き 

こ

（　

歳
）

７１

教
育
文
化
貢
献
表
彰

登別市功労者表彰・登別市表
彰についてのお問い合わせは

総務グループ
�○８５ １１３０　�○８５ １１０８

Ｅメール：somu@city.nobori
　　　　　betsu.hokkaido.jp

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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鉱
物
の
一
種
で
、
安
価
な
工
業
材
料

　
　

と
し
て
、
ス
レ
ー
ト
材
や
ブ
レ
ー
キ

ラ
イ
ニ
ン
グ
、
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ト
な
ど
の

防
音
材
、
断
熱
材
、
保
温
材
、
吸
湿
材
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
使
用
量
の
約　
 
％
は
、
建
築
材

80

料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
や
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
吹
き
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
（
岩
綿

な
ど
、
飛
散
の
恐
れ
の
あ
る
（
飛
散
性
）

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
と
、
屋
根
や
壁
材

な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
ス
レ
ー
ト
、
ア
ス
ベ

ス
ト
セ
メ
ン
ト
板
な
ど
の
飛
散
の
恐
れ
の

な
い
（
非
飛
散
性
）
ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板

の
２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
は
、
昭

和　

年
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
ロ
ッ
ク

50
ウ
ー
ル
吹
き
付
け
の
一
部
は
昭
和　

年
ま

55

で
、
ま
た
、
個
別
に
認
定
を
受
け
た
吹
き

付
け
工
法
の
中
に
は
、
昭
和　

年
ま
で
ア

63

ス
ベ
ス
ト
を
含
有
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
経
年
劣
化
に
よ
る
は
く
離
な

ど
に
よ
り
、
大
気
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛

散
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
劣
化
状
況
に

よ
っ
て
は
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
非
飛
散
性
の
ア
ス
ベ
ス
ト
成
形

板
は
、
通
常
の
使
用
で
は
健
康
に
心
配
は

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
『
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
』
と

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
１
重
量 
％
を
超
え
て

含
ま
れ
る
建
材
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

建
築
物
の
改
修
・
解
体
工
事
を
行
う
場
合
、

ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
な
い
よ
う
適
切
に

対
処
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
そ
の
繊
維
が
極
め

　
　

て
細
く
、
容
易
に
空
中
に
浮
遊
す
る

た
め
、
人
の
鼻
や
口
か
ら
体
内
に
吸
入
し

や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
は
、
半
永
久
的
に
分
解
・

変
質
せ
ず
、
地
表
に
落
下
し
た
も
の
で
も
、

再
び
空
中
に
飛
散
す
る
た
め
、
環
境
蓄
積

性
が
高
い
点
で
、
ほ
か
の
汚
染
物
質
と
異

な
る
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
目
に
見
え
な
い
く

　
　

ら
い
細
い
繊
維
の
た
め
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
丈
夫
で
変
質
し
に
く
い
た
め
、

吸
い
込
ん
で
肺
の
中
に
入
る
と
、　

〜　
15

40

年
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、
肺
が
ん
や
悪
性

 
中
皮 
腫

ち
ゅ
う
ひ   

（
悪
性
の
腫
瘍
）
な
ど
の
病
気
を

し
ゅ

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　

一
旦
吸
い
込
ん
だ
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、

　
　

一
部
は 
痰 
の
な
か
に
混
ざ
り
、
体
外

た
ん

に
排
出
さ
れ
ま
す
が
、
大
量
の
ア
ス
ベ
ス

ト
を
吸
い
込
ん
だ
場
合
は
、
除
去
さ
れ
ず

に
肺
の
中
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

　
　

現
在
、
有
効
な
手
段
は
明
ら
か
で
は

　
　

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸

い
込
ん
だ
方
す
べ
て
が
発
病
す
る
わ
け
で

　いま、アスベスト（石綿）による健康被害
が深刻な社会問題になっています。
　市は、７月に『登別市アスベスト対策連絡
会議』を設置し、情報収集や市の施設のアス
ベスト使用状況の調査、応急対策などを行っ
てきました。
　今月号では、アスベストについての不安や
疑問、市のアスベスト対策について、Ｑ＆Ａ
形式でお答えします。
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����

は
あ
り
ま
せ
ん
。
吸
い
込
ん
だ
量
や
期
間
、

種
類
に
よ
っ
て
発
病
の
状
況
も
異
な
り
ま

す
。

　
　

業
務
上
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
入
し
、

　
　

そ
れ
が
原
因
で
肺
が
ん
な
ど
に
か
か

っ
た
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
労
災
と

し
て
労
働
基
準
監
督
署
に
申
請
し
、
業
務

上
と
認
定
さ
れ
る
と
、
労
災
補
償
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
ま
た
は
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連

製
品
を
取
り
扱
う
事
業
所
な
ど
に
勤
務
し

て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
思
い
当
た
る

方
は
、
勤
務
先
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
労
働
者
以
外

の
方
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
起
因
す
る
疾
病

に
対
し
、
国
が
補
償
を
行
う
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　

屋
根
用
の
ス
レ
ー
ト
や
外
壁
サ
イ
デ

　
　

ィ
ン
グ
な
ど
の
建
材
に
よ
っ
て
は
、

非
飛
散
性
の
ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板
が
含
ま

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
知
る
に
は
、
建
築
業
者
に
ど
の
よ
う

��

な
建
材
を
使
っ
た
か
を
聞
き
（
メ
ー
カ
ー

名
や
商
品
名
な
ど
）
、
そ
の
建
材
メ
ー
カ

ー
に
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
非
飛
散
性
の
ア
ス
ベ
ス
ト
成
形

板
は
、
通
常
の
使
用
で
は
健
康
に
心
配
は

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

非
飛
散
性
の
ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板
の

　
　

建
材
は
、
通
常
の
生
活
を
し
て
い
る

限
り
、
除
去
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

改
築
や
解
体
を
行
う
場
合
は
十
分
な
対
策

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
飛
散
性
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建

材
で
、
は
く
離
ま
た
は
劣
化
が
著
し
い
場

合
は
、
除
去
や
囲
い
込
み
処
理
な
ど
の
対

策
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　

除
去
作
業
で
飛
散
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト

　
　

を
吸
引
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
自
分
で
処
理
は
行
わ
ず
、
必
ず
専

門
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
一
般
廃
棄
物
と

し
て
は
絶
対
に
排
出
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

市
は
、
７
月　

日
に
『
登
別
市
ア
ス

22

　
　

ベ
ス
ト
対
策
連
絡
会
議
』
を
設
置
。

市
の
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
状
況
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、
情
報
の
収
集
と
当
面

の
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

市
の
施
設
の
調
査
は
、
次
の
３
項
目
を

中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、　

施
設
中
、
ア
ス
ベ
ス

392

ト
含
有
建
材
を
使
用
し
て
い
る
施
設
が　
344

施
設
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
市
は
、

施
設
を
次
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
応

急
対
策
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

�

　

�
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た

　
　

２
施
設
（
鷲
別
東
団
地
ト
イ
レ
の

　
　

臭
気
抜
き
（
石
綿
管
）
と
札
内
高

　
　

原
館
の
体
育
館
の
壁
）
は
、
直
ち

　
　

に
飛
散
防
止
や
壁
の
張
り
替
え
を

　
　

行
い
ま
し
た
。

　

�
施
設
建
設
時
の
設
計
図
書
な
ど
に

　
　

よ
る
建
材
の
確
認

　

�
設
計
図
書
な
ど
に
よ
る
建
材
の
確

　
　

認
が
困
難
な
施
設
は
、
施
設
管
理

　
　

担
当
者
と
建
築
技
師
に
よ
る
目
視

　
　

確
認

　

�
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
施
設
に
お

　
　

け
る
建
材
の
は
く
離
や
劣
化
個
所

　
　

の
把
握

　

�
直
ち
に
飛
散
す
る
恐
れ
は
な
い
も

　
　

の
の
、
断
熱
材
な
ど
と
し
て
使
用

　
　

し
て
い
る　

施
設
は
、
建
材
の
分

１２

　
　

析
（
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
有
無
な

　
　

ど
の
確
認
）
や
工
法
を
検
討
し
、

　
　

順
次
、
必
要
な
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

�
そ
の
ほ
か
の
施
設
は
、
施
設
の
軒

　
　

天
や
内
装
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
ス
レ

　
　

ー
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
飛
散
の
恐
れ
は
な

　
　

く
安
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

　
　

厳
重
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

アスベストについての相談窓口
◎総合的な窓口………総務グループ

（�○８５ １１３０）
◎解体工事について…建築住宅グループ

（�○８５ ４３９９）
◎廃棄物について……環境対策グループ

（クリンクルセンター内�○８５ ２９５８）
◎労働災害について…室蘭労働基準監督署

（�○２３ ６１３１）
◎健康について………室蘭保健所保健福祉企画課

　（�○２４ ９８３４）
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平
成　

年
中
に
全
国
で
発
生
し
た
住
宅

15

火
災
で
、
１
千　

人
の
方
が
亡
く
な
り
、

41

こ
の
う
ち
、　

人
（　

・
４
％
）
の
方
が
、

712

68

熟
睡
や
泥
酔
、
病
気
、
身
体
不
自
由
な
ど

に
よ
る
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
火
災
時
の
逃
げ
遅
れ
に
よ

る
死
者
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
火
災
の

発
生
を
早
期
に
気
づ
か
せ
る
重
要
な
機
能

を
備
え
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
、
す
べ
て
の
住
宅
に
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
住
宅
と
は
、
戸
建
住
宅
や
共

同
住
宅
、
店
舗
等
併
用
住
宅
、
雑
居
ビ
ル

な
ど
の
中
に
あ
る
住
宅
部
分
な
ど
で
、
新

築
や
既
存
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
す
で
に
自
動
火
災
報
知
設
備
や

住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
が
設
置
さ

れ
て
い
る
部
屋
は
、
設
置
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

新
築
住
宅
は
、
平
成　

年
６
月
１
日
か

18

ら
、
既
存
住
宅
は
、
平
成　

年
５
月　

日

23

３１

ま
で
に
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
発
生
の

初
期
段
階
で
煙
や
熱
を
感
知
し
て
、
警
報

音
や
音
声
で
火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
目
や
耳
の
不
自
由
な
方
や
高

齢
の
方
に
は
、
音
や
光
の
出
る
補
助
警
報

機
能
付
き
の
も
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

電
源
は
、
家
庭
用
電
源
や
電
池
が
あ
り
、

電
池
の
寿
命
は
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　

設
置
す
る
方
は
、
住
宅
の
所
有
者
（
家

主
な
ど
）
や
管
理
人
、
住
人
の
い
ず
れ
か

の
方
で
す
。

　

価
格
は
、
電
源
の
種
類
や
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
有
無
な
ど
、
機
能
に
よ
っ
て
異
な

り
、
１
個
あ
た
り
数
千
円
か
ら
１
万
数
千

円
ま
で
の
幅
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
取
り

付
け
や
配
線
工
事
に
別
途
費
用
が
か
か
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

購
入
先
は
、
消
防
設
備
会
社
の
ほ
か
、

一
部
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
量
販
店

で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

新
築
や
改
築
の
際
に
は
、
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
や
施
工
会
社
に
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

電
池
交
換
が
必
要
な
も
の
は
、
電
池
切

れ
の
警
報
が
出
た
場
合
に
、
交
換
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
感
知

器
の
交
換
期
限
が
き
ま
し
た
ら
、
交
換
し

て
く
だ
さ
い
（
自
動
試
験
機
能
が
付
加
さ

れ
て
い
る
機
器
を
除
く
）
。
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消
防
署
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販

売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
よ
う
な
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
「
点
検
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
」

　

と
事
実
を
偽
っ
て
販
売
す
る
。

�
消
防
職
員
の
よ
う
な
服
装
で
消
防
職

　

員
の
ふ
り
を
し
て
販
売
す
る

住宅用火災警報器に関するお問い合わせは

消防本部総務グループ（�○８５ ９６１１） 
消防署警防救急グループ（�○８５ ２５５１）
住宅用火災警報器相談室
　（フリーダイヤル０１２０－５６５－９１１） 
※住宅用火災警報器の訪問販売には、クーリング・オフ制度が適
　用されます。何か不審に思われたり、不安を感じたりしたら、
　登別消費者協会（�○８５ ８３０７）までお問い合わせください。

���������	
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�普段、就寝に使用している部屋（寝室）に設置します（来客などで使用する部屋は除きます）。 

�寝室が２階以上にある場合は、その階から直下階に通じる階段の上端に設置します。

寝室：１階のみ 寝室：２階のみ 寝室：１階・２階

�寝室が３階以上にある場合は、寝室のある階から2階下の階段の下端に設置します。

�寝室が１階だけにある場合、居室が３階以上にあれば、その最上階から直下階に通じる階段の上端に設置します。

寝室：１階のみ 寝室：２階のみ 寝室：３階のみ 寝室：１階・２階 寝室：１階・３階

�上記の例に該当せず、設置の必要がない階で、７平方
　メー
トル （４畳半）以上の居室が５以上ある階の廊下（廊下
　や直下階がない場合は直上階に通じる階段の下端）に
　設置します。

リビング　
ダイニング

居室

居室居室居室

◎設置場所・例

�壁面の場合 �天井の場合

壁から60㎝
以上離す

照明器具からできるだけ
離してください
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　10月２日�、岡志別の森運動公園と市民プールで
『市民スポーツ・健康フェスティバル』（市、文化
スポーツ振興財団主催）が開かれました。
　この催しは、スポーツなどを通して市民の健康増
進を図ることを目的に開催されています。
　さわやかな秋空の下、岡志別の森運動公園では、
『市民ソフトボール大会』『駅伝競走大会』『キン
ボール大会』などが行われ、参加者は家族や友人の
声援を受けながら、さわやかな汗を流していました。

��������	
�� ～第40回登婦連かあちゃんオリンピック～

～海岸清掃と地引網体験～��������	
�
　10月８日�、富浦海岸で『海岸清掃と地引網体験』
（登別市子ども地域交流プラザ運営委員会主催）が開か
れました。
　この催しは、子どもたちに海や自然の大切さを学んで
もらおうと、毎年この時期に行われているものです。
　この日は、地域の子どもや小学生、その保護者など、
約　１２０　人が参加。まずまずの天候の下、参加者全員で空
き缶やペットボトルなどのごみ拾いに心地よい汗を流し
た後、地引網体験がスタートしました。
　いぶり中央漁業協同組合の協力により、地元の漁師が
漁船で入れた網を、参加者が左右に分かれて掛け声を合
わせながら引き揚げると、網の中ではチカやウグイなど
が勢いよく飛び跳ね、子どもたちから大きな歓声が上が
っていました。

▲リラクゼーションルーム

　市民プールでは、『健康相談』『水中運動教室』『体力測定』な
どが行われ、子どもたちを対象にした『水中フラッグ競争』や、水
中の景品がもらえる宝探しでは、子どもたちが楽しそうに水しぶき
を上げていました。
　また、日本工学院北海道専門学校しん 灸 科の学生による『リラク

きゅう

ゼーションルーム』も設けられ、丁寧なマッサージが来場者から好
評を得ていました。

　９月28日�、総合体育館で『第40回登婦連かあちゃん
オリンピック』（登別市婦人団体連絡協議会主催）が開
かれました。
　この催しは、昭和39年の東京オリンピックを契機に、
昭和41年からスタート。地域社会で活動している婦人た
ちが、お互いの交流を図るとともに、楽しく一日を過ご
し、健康で明るく豊かな生活を送ることを目的に、毎年
行われてきましたが、参加者の減少や高齢化などにより、
惜しまれながら今回で最後の開催となりました。
　約150人の参加者は、紅白に分かれて、『50㍍競歩』
『ミス登婦連』『孫の子守り』など10種の競技に参加。
繰り広げられる熱戦に、会場から大きな歓声が上がって
いました。

��������������������������������������������������������������������������������										
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　健康フェスティバル～

▲市民ソフトボール大会

・
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～わくわく 木  育 ランド in のぼりべつ“ふぉれすと鉱山”～
もく いく イン

～登別市男女共同参画講演会～　

　10月14日�から16日�までの３日間、ふぉれすと鉱
山で『わくわく木育ランドinのぼりべつ“ふぉれすと
鉱山”』（北海道主催）が開かれました。
　この催しは、子どもをはじめとするすべての人びと
に、木とのふれあいや学びなどを通して、人と、木や
森のかかわりを考えてもらおうと、本年度は、登別市
のほか、札幌市や北見市など道内６カ所で行われてい
るものです。
　会場では、ＮＰＯ法人北海道子育て支援ワーカーズ
代表理事の 長  谷  川  敦  子 さんの『木のおもちゃと“あそ

は せ がわ あつ こ

び”の楽しい関係』と題した講演会や、木の砂場、木
のメリーゴーラウンド、滑り台、木馬など木の遊具が
並ぶ『木の遊園地』などが設けられ、参加者は、世代
を問わず、木の魅力を感じ取っていました。

　10月８日�、市民会館で『登別市男女共同参画講演
会』が開かれました。
　この講演会は、男女の固定的な意識にとらわれず、
自分らしい生き方を考えてもらおうと毎年開催されて
いるもので、約５００人が参加しました。
　今年は、テレビや雑誌などで幅広く活躍する、作家
の 落  合  恵  子 さんが、『いま、共生の時～ 女 と 男 が共に

おち あい けい こ ひと ひと

生きる社会～』と題して講演しました。
　落合さんは「人間を性差で権利や責任を変えないな
ど、自分色に輝くことができる社会の第一歩が男女共
同参画社会。その基本は人権で、周囲が決めるもので
はない」と語り、その上で「男女とも社会で共に生き
ていく姿が男女共同参画社会。女だけが得する、男だ
けが得するということはない。一人ひとりが意識を問
い直すことで今後が見えてくる」と述べ、来場者はメ
モを取りながら熱心に耳を傾けていました。

��������	
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　９月30日�、北海道曹達㈱幌別工場の敷地で、市や
室蘭警察署、登別厚生年金病院、町内会など27機関約
420人が参加して、『平成17年度登別市総合防災訓練
（登別市防災会議主催）が行われました。
　この総合防災訓練は、防災関係機関と地域住民が一
体となり、災害発生時に市民の生命・財産を守るため、
適切で迅速な行動を身につけるとともに、防災意識の
高揚を図ることを目的に、２年に１回行われているも
のです。
　訓練は、『大雨と洪水による被害の発生』と『震度
６弱の地震と津波による被害の発生』を想定して行わ
れ、避難誘導や炊き出し、配水管復旧、火災消火など
27項目の訓練を実施。参加者は、本番さながらの真剣
な表情で訓練に取り組み、改めて防災の大切さを認識
していました。

～～平成17年度登別市総合防災訓練平成17年度登別市総合防災訓練～～
��������������������������������������������������������������������������������										
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▲仮橋設置訓練
　（陸上自衛隊）

▲配水管復旧訓練

』
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▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
グ
ル
ー
プ

（
�
○８５
 

５
６
３
４
）

人が輝き　まちがときめく

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
親
と
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
触
れ
合
い
、

子
ど
も
の
創
造
性
の
発
達
に
大
切
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

生
後
６
カ
月
こ
ろ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、

は
っ
き
り
と
し
た
色
使
い
の
絵
本
を
好

み
、
１
歳
前
後
で
、
自
分
の
ま
わ
り
に

あ
る
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
興
味
を
持
ち
、

動
物
や
果
物
な
ど
の
絵
が
描
か
れ
て
い

る
も
の
を
喜
び
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と

絵
が
変
わ
る
面
白
さ
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
知
っ
て
い
る
も
の
を
指
差
し

た
り
、
親
が
『
ワ
ン
ワ
ン
は
か
わ
い
い

ね
』
と
教
え
る
と
『
ワ
ン
ワ
ン
』
と
発

語
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
は
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
て
も
お
話
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
な
い
の
で
、
本
を
読
ん
で
い

る
と
き
に
、
自
分
勝
手
に
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
歳
を
過
ぎ
る
と
、
絵
本
の

中
の
言
葉
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

『
ひ
っ
ぱ
れ
、
ひ
っ
ぱ
れ
』
『
よ
い
し

ょ
、
よ
い
し
ょ
』
な
ど
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
言
葉
の
繰
り
返
し
を
ま
ね
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

Group

ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
催
し

を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
長
田

さ
ん
は
、
今
後
の
活
動
の
抱
負
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

協
会
で
は
、
会
員
同
士
の
親
ぼ
く
を

兼
ね
て
、
美
術
館
な
ど
へ
の
絵
画
鑑
賞

バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
、
全
国
・
全
道
レ

ベ
ル
の
作
品
を
鑑
賞
し
、
技
術
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
入
会
し
た 
武  
田  
秀  
章 
さ
ん
は
、

た
け 

だ 

ひ
で 
あ
き

「
約　

年
前
に
パ
ス
テ
ル
画
を
始
め
、

10

昨
年
の
公
募
展
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
入
会
し
ま
し
た
。

風
景
や
花
の
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、

色
を
重
ね
て
、
自
分
の
思
い
通
り
の
色

を
表
現
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
今

後
は
、
動
物
を
描
い
て
み
た
い
で
す
ね

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

長
田
さ
ん
（
�
○８５
 

９
０
６
７
）
ま
で
ど

う
ぞ
。

　

『
登
別
美
術
協
会
』
は
、
昭
和　

年
53

８
月
に
全
道
展
移
動
展
が
初
め
て
登
別

市
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

市
内
の
美
術
愛
好
者
が
中
心
と
な
り
、

同
年　

月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

11

　

現
在
、
会
員
は　

歳
代
か
ら　

歳
代

40

80

ま
で
の　

人
。
個
人
の
創
作
活
動
の
傍

45

ら
、
公
募
展
や 
小
品 
新
作
展
、
デ
ッ
サ

し
ょ
う
ひ
ん

ン
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
絵
は
、
自
分
が
見
て
感
動
し
た
も

の
を
画
面
に
写
し
出
し
ま
す
が
、
感
動

を
も
っ
と
豊
か
に
表
現
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
ね
。
絵
を
描
く
こ
と
で
、

人
生
を
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
絵
を
描
く
楽

し
さ
を
経
験
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
、
会
長
の 
長  
田  
清 
さ
ん
。

な
が 

た 
き
よ
し

　

「
今
年
８
月
、
市
内
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
で
『
夏
休
み
親
子
絵
画
教
室
』
を
初

め
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
多
く

の
親
子
連
れ
か
ら
も
好
評
で
、
こ
れ
か

色を重ねて、自分の思い
通りの色を表現できたら
うれしい

登別美術協会

　

３
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
、
物
語
の

内
容
を
大
体
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
何
回
も
読
み
聞
か
せ
た

本
で
あ
れ
ば
、
次
の
ペ
ー
ジ
が
ど
ん
な

展
開
に
な
る
か
を
記
憶
し
て
い
て
『
オ

オ
カ
ミ
が
で
て
く
る
よ
』
な
ど
、
お
話

の
先
を
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
発
達
と
と

も
に
絵
本
の
楽
し
み
方
は
変
わ
っ
て
き

ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
年
齢
に
適
し
た

絵
本
を
選
ん
で
読
み
聞
か
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
は
、
特
に
決

ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
本
を

読
み
聞
か
せ
て
い
る
う
ち
に
、
お
気
に

入
り
の
絵
本
を
見
つ
け
出
し
ま
す
の
で
、

子
ど
も
が
求
め
た
時
に
は
、
何
度
も
読

ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
ざ
の
上
に
抱
っ
こ
し
な
が
ら
、
あ

る
い
は
枕
元
で
親
子
の
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
を
読
ん
で

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

 
内 　
 
藤 　
 
春 　
 
美 

な
い 

と
う 

は
る 

み

▲公募展に出品された作品の審査
」
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白
さ
ん
は
、
中
国
の
天
津
市
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
部
で
、
副
部
長

を
務
め
国
際
交
流
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
に
来
る
の
は
今
回
で
４
回
目
の

白
さ
ん
は
、
過
去
３
回
は
訪
日
団
の
添

乗
員
や
通
訳
な
ど
で
来
日
。
今
回
の
よ

う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
滞
在
す
る
の
は

初
め
て
だ
そ
う
で
す
。

　

「
研
修
で
日
本
に
行
く
事
は
、
期
間

が
長
い
こ
と
か
ら
悩
み
ま
し
た
が
、
仕

事
の
面
で
も
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
も

す
ご
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

日
本
の
行
政
な
ど
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
勉
強
し
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
役
立

て
た
い
で
す
」
と
話
す
白
さ
ん
。

　

過
去
３
回
来
日
し
て
い
る
白
さ
ん
も
、

北
海
道
に
来
る
の
は
初
め
て
で
、
登
別

の
こ
と
は
、
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
北
海
道
は
『
雪
』
や
『
広
い
大
地
』

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
登
別
の

人
は
『
広
い
大
地
』
の
イ
メ
ー
ジ
の
よ

う
に
心
が
広
く
、
皆
さ
ん
親
切
で
す
ね
。

天
津
に
は
温
泉
が
な
く
、
以
前
日
本
に

来
た
と
き
初
め
て
入
り
ま
し
た
。
今
回

も
温
泉
に
、
何
度
か
入
っ
て
い
ま
す
が
、

気
持
ち
い
い
で
す
ね
。
天
津
で
は
、
お

風
呂
で
は
な
く
シ
ャ
ワ
ー
の
習
慣
の
た

め
、
少
し
は
ず
か
し
い
で
す
」
と
登
別

に
来
て
か
ら
の
印
象
な
ど
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

 白 　汝南    さん（天津市）

バイ ルーナン

　市は、国際交流事業の一環として、総務省
などが行う自治体職員協力交流事業の協力交
流研修員を受け入れています。
　協力交流研修員として、登別市の一般行政
や観光行政などを学ぶため、中華人民共和国
の天津市から５月２３日に来日、６月２３日から
登別市での研修を始めた白汝南さんに、登別
市の印象などを聞きました。

体験したことを役立
て、登別との交流を
推進したい

　１９７９年天津市生まれ２５歳
天津外国語学院日本語（日本語語言文学）科卒業。現在、
天津市国際交流センター国際交流部（国際交流事業推進）
に勤める。両親と天津市に居住。

『
広
い
大
地
』
の
よ
う
に

心
が
広
く
親
切
な
登
別
の
人

ＫＩＲＡＲＩ

た
く
さ
ん
の
こ
と
を

体
験
で
き
た
登
別

▲華道を体験する白さん

　

「
今
回
の
来
日
で
は
、
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
茶
道
や
華
道
、
着
物
を
着

た
り
、
か
つ
ら
を
付
け
た
り
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
体
験
で
き
、

日
本
の
こ
と
を
知
る
上
で
は
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
」
と
体
験
談
を
話
す

白
さ
ん
。
「
登
別
で
一
番
楽
し
か
っ
た

の
は
お
祭
り
で
、
い
ろ
ん
な
お
祭
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
中
で
も
『
登
別
地
獄

ま
つ
り
』
は
、
準
備
の
と
き
か
ら
お
手

伝
い
を
で
き
た
の
で
、
大
変
有
意
義
で

し
た
。
帰
国
後
は
、
登
別
で
体
験
し
た

こ
と
な
ど
を
役
立
て
、
登
別
と
天
津
の

交
流
を
推
進
し
た
い
で
す
」
と
帰
国
後

の
抱
負
な
ど
を
話
し
て
く
れ
た
白
さ
ん

は
、　

月　

日
�
に
研
修
を
終
え
帰
国

１１

２２

し
ま
す
。

▲海河 ▲天津外国語学院
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●１９ 　『第３０回まちづくり市民のつどい』
　　を開催します

●２０ 　『ふれあい ＤＡＹ 』に
デ　　イ

　　お越しください

●２０ 　文化伝承館体験学習
　　正月しめ飾りづくり体験に
　　参加しませんか

●２２ 　登別市嘱託員を募集します

●２３ 　平成１７年分年末調整説明会を
　　開催します

●２３ 　道立中等教育学校（仮称）
　　学校説明会を開催します

●２３ 　国民生活金融公庫で
　　年末資金お取り扱い中

●２５ 　市営住宅の入居者を募集します

●２６ 　『障害者週間記念事業』を
　　開催します

●２７ 　市民レク『市民ゲームを楽しむ会』
　　に参加しませんか

●２８ 　えーっ！野焼きって犯罪なの

●３０ 　ふぉれすと鉱山に遊びにおいでよ

�������

●１９ 　１２月の集団予防接種

●２１ 　１２月の粗大ごみ収集

●２１ 　健康相談・診査

●２２ 　無料法律相談

●２７ 　１１月の歯科救急医療

●２９ 　今月の新着図書

●２９ 　不用品ダイヤル市

　市・道民税（第３期）と国民健康保険税
（第６期）、介護保険料（普通徴収第５期）
の納期限は１１月３０日�です。忘れずに納め
ましょう。 
　納入には、便利な口座振替制度もありま
すのでご利用ください。

▼問い合わせ　税務Ｇ（�○８５ １１５５）、
　国保・年金Ｇ（�○８５ １７７１）、高齢・
　介護・障害福祉Ｇ（�○８５ ５７２０）

忘れずに納めましょう
～納期限は１１月３０日（水）です～
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地
域
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
だ
り
、

保
護
者
の
方
が
交
流
し
た
り
す
る
場
と

し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
出
か
け
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

25

10

12

▼
場
所　

若
草
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

（
若
草
小
学
校
内
）

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
玄
関
前
に
駐

　

車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
校
就

　

学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
持
ち
物　

上
靴
（
親
子
と
も
）

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
�
○８１
 

３
７
１
５
）

　

親
子
の
遊
び
や
育
児
の
情
報
提
供
の

場
と
し
て
開
放
し
て
い
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
、
『
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ

う
』
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

26

10

12

▼
場
所　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
富
士
保
育
所
横
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
駐
車
場
を
ご

　

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

　

と
お
父
さ
ん

▼
内
容　

絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由

　

遊
び
な
ど

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
�
○８１
 

３
７
１
５
）

　

市
内
の
各
保
育
所
で
は
、
地
域
の
子

育
て
中
の
家
庭
を
対
象
に
、
保
育
所
を

開
放
し
ま
す
。

▼
月
日
・
場
所

▼
時
間　

９
時　

分
〜　

時

30

11

▼
対
象　

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

　

と
そ
の
保
護
者

▼
持
ち
物　

上
靴
（
親
子
と
も
）

※
天
候
に
よ
っ
て
は
、
戸
外
で
遊
ぶ
こ

　

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
上
着
な
ど
を

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
�
○８１
 

３
７
１
５
）

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

『
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

かると

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

場　所月　日

富 士 保 育 所１２月１日（木）

鷲 別 ・ 登 別
保 育 所１２月６日（火）

幌別東保育所１２月７日（水）

栄 町 保 育 所１２月８日（木）
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情報あら
１２月

土金木水火月日
321
１０987654
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８
３１３０２９２８２７２６２５

１１月
土金木水火月日
54321
１２１１１０9876
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３０２９２８２７
　

全
種
類
の
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時　
　

月
９
日
�　
　

時　

分
〜

11

14

30

　
　

時　

分

16

30

▼
場
所　

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
登
別
店
前

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ

　
　

（
し
ん
た　

内
�
○８５
 

０
１
０
０
）

21

　

簡
単
で
お
い
し
い
手
づ
く
り
の
離
乳

食
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
託
児
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
　

月
６
日
�　
　

時
〜　

時

12

10

12

▼
場
所　

し
ん
た　

調
理
室

21

▼
対
象　

生
後
６
〜
８
カ
月
児
を
持
つ

　

保
護
者

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

15

▼
内
容　

離
乳
中
期
・
後
期
の
離
乳
食

　

の
調
理
実
習
と
交
流

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ス
カ
ー
フ

▼
参
加
料　
　

円
300

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電

11

28

　

話
で
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た　

内
�

21

　

○８５
 

０
１
０
０
）

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
キ
ツ
ネ
や

犬
に
寄
生
し
た
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
卵

が
人
間
の
体
内
に
入
っ
て
、
幼
虫
に
成

長
し
た
場
合
に
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

主
に
肝
臓
を
侵
す
こ
の
病
気
は
、
潜

伏
期
間
が
長
く
、
す
ぐ
に
自
覚
症
状
は

現
れ
ま
せ
ん
が
、
放
っ
て
お
く
と
命
に

か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
を
防
ぐ
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

�
外
か
ら
帰
っ
た
ら
必
ず
手
を
洗
う
。

�
沢
水
を
飲
ま
な
い
。

�
山
菜
な
ど
は
、
よ
く
洗
う
か
十
分
加

　

熱
し
て
か
ら
食
べ
る
。

　

な
お
、
市
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

の
早
期
発
見
の
た
め
、
血
清
検
査
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
３
年

　

生
以
上
の
方

▼
検
査
料　

無
料

※
申
し
込
み
後
、
都
合
に
よ
り
検
査
を

　

受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
必
ず
電
話

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　
　

月
５
日
�
ま
で
に
電

１２

　

話
で
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た　

内
�

21

　

○８５
 

０
１
０
０
）

　

新
築
さ
れ
た
方
や
改
築
な
ど
で
表
示

板
を
紛
失
・
破
損
さ
れ
た
方
に
、
家
屋

な
ど
の
所
在
を
分
か
り
や
す
く
す
る
家

屋
表
示
板
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電

11

15

　

話
で
企
画
Ｇ
（
�
○８５
 

１
１
２
２
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜

11

27

10

▼
場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
内
容　

�
講
演　

『
市
民
が
主
体
的
に
動
く
時

　

あ
し
た
が
見
え
る
』
（
講
師　
 
鳥  
居 

と
り 

い

　
 
一  
頼 
さ
ん
・
若
草
小
学
校
長
）

か
ず 
よ
り

�
吹
奏
楽
演
奏　

幌
別
中
学
校
吹
奏
楽

　

部
▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
憲
章
事
務
局
・

　
 
前  
田 
さ
ん
（
�
○８５
 

１
５
３
０
）

ま
え 

だ

移
動
献
血
車
が
来
ま
す

離
乳
食
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

血
清
検
査
を
行
い
ま
す

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

『
第　

回
ま
ち
づ
く
り
市
民
の

３０

つ
ど
い
』
を
開
催
し
ま
す

場　　　所日　時

鷲別公民館
（１階会議室）

１２月６日（火）
１８時～１９時

しんた２１
（機能回復訓練室）

１２月７日（水）
１８時～１９時

問い合わせ

健康推進グループ
（しんた２１内�○８５ ０１００）

※受け付けは１８時３０分まで。

12月の集団予防接種

【接種上の注意】
●受ける前に前回の予防接種からの間隔を必ず
　確認してください
●通院中の方は接種してよいかを主治医と相談
　してください
●必ず母子健康手帳を持参してください
※予防接種は無料で受けられます。
※年間日程表は、接種場所やしんた２１で配布し
　ています。

場　所日　　時種　類

しんた２１１２月９日（金）　　　　
１２時４５分～１３時１５分ＢＣＧ

方　法対　象

直接ＢＣＧを接種接種当日で６カ月未満児
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　市民会館で活動しているサークルや市内の小学校
などで活動している家庭教育学級の作品を展示しま
す。
◎市民会館サークル展  

▼日時　11月７日�13時～９日�17時

▼場所　市民会館
◎家庭教育学級作品展  

▼日時　11月14日�13時～17日�12時

▼場所　市民会館

▼問い合わせ　社会教育グループ（�○88 １１２９）

　子育てのビデオを上映します。
　お子さんと一緒にお越しください。

▼日時　11月８日�～10日�　10時～12時

▼場所　市民会館２階児童室

▼対象　３歳までのお子さんとその保護者

▼上映ビデオタイトル  
　『７人の専門家に聞きました　子育ての極意　ゆ
っくり、ゆったり』『 頑張れ！お父さん－パパた
ちの子育て奮闘記－」
※このほかにもビデオを用意しています。

▼問い合わせ　社会教育グループ（�○88 １１２９）

　羊毛をフェルトに加工して、ブローチを作ります。

▼日時　11月12日�　10時～12時

▼場所　文化伝承館（郷土資料館横）

▼定員　30人（申込順）

▼参加料　100円
※高校生以上は、別途入館料190円がかかります。

▼申し込み　11月１日�（10時～16時）から電話で
　郷土資料館（�○88 １３３９）

　『第54回ＪＳＣＡ北海道ブロックマスターズスイ
ミングフェスティバル』が開催されるため、全館利
用できなくなります。

▼月日　11月20日�
※11月の休館日は、７日�・21日�です。

▼問い合わせ　市民プール（�○８５ ５５８８）

▼日時　11月26日�・27日�　９時45分～13時

▼場所　文化伝承館（郷土資料館横）

▼対象　市内に居住する方
※初めての方も歓迎します。

▼定員　各日20人（申込順）

▼講師　郷土資料館ボランティアグループＳＬＧ

▼材料費　800円

▼持ち物　胸からかけるエプロン、髪を覆うもの、
　手ふき２枚、上履き

▼申し込み　１１月９日�・10日�の10時から17時ま
　でに電話で社会教育グループ（�○88 １１２９）

　『開かれた学校づくり』の取り組みとして、日ご
ろの学校の様子を市民の皆さんに公開します。
　ぜひ、ご参観ください。

▼月日・学校　11月28日�…幌別小、幌別西小、幌
　別東小、若草小、西陵中、鷲別中
　11月29日�…鷲別小、登別小、登別温泉小、富岸
　小、青葉小、幌別中、登別中、緑陽中

▼公開時間　９時30分～14時30分

▼持ち物　上履き
※参観を希望する小・中学校に直接お越しください。

▼問い合わせ　学校教育グループ（�○88 １１６２）
　または各小・中学校

▼日時　12月３日�　10時～12時

▼場所　文化伝承館（郷土資料館横）

▼対象　小学５年生以上の方

▼定員　30人（申込順）

▼参加料　無料
※高校生以上は、別途入館料190円がかかります。

▼持ち物　自宅で使用している包丁２丁程度
※包丁は、布に包むなどしてください。

▼申し込み　11月16日�（10時～16時）から電話で
　郷土資料館（�○88 １３３９）

　スゲを使った本格的なしめ飾りを作ります。自作
のしめ飾りでお正月を迎えてみませんか。

▼日時　12月10日�　10時～12時

▼場所　文化伝承館（郷土資料館横）

▼対象　小学５年生以上の方

▼定員　30人（申込順）

▼参加料　無料
※高校生以上は、別途入館料190円がかかります。

▼申し込み　11月16日�（10時～16時）から電話で
　郷土資料館（�○88 １３３９）
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▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１２

２１

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
内
容　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
育

　

児
相
談
、
遊
び
の
紹
介

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

　

オ
ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　
　

月　

日
�

１２

２１

▼
受
付
時
間　
　

時
〜　

時　

分

10

10

15

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

育
児
相
談
を
希
望
す
る
方

▼
内
容　

発
育
・
発
達
・
育
児
な
ど
の

　

相
談
、
栄
養
相
談

▼
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い

 
▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１２

２２

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
７
月　

日
〜
平
成

17

16

　
　

年
８
月　

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

17

15

▼
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
栄
養
相

　

談
、
育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

　

オ
ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１２

１４

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
５
月
生
ま
れ
の
お

１６

　

子
さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
身
体
計

　

測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児

　

相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
の
予
約

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ

　

ん
の
歯
ブ
ラ
シ

▼
月
日　
　

月
８
日
�
（
時
間
は
、
対

１２

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お

14

１１

　

子
さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
尿
検
査
、

　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◎
８
カ
月
児
健
康
相
談

受付時間対　　象クラス

１０：１５～

１０：３０

平成１７年４月生
まれで第２子目
以降のお子さん

ひ よ こ
く ら す

１２：４５～

１３：００

平成１７年４月生
まれで第１子目
のお子さん　�

もぐもぐ
く ら す

◎
乳
幼
児
健
康
相
談

◎
４
カ
月
児
健
康
診
査

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

◎
３
歳
児
健
康
診
査
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情報あらかると

　北海道アコーディオン協会長の 久  保  達  男 さんを迎え演奏
く ぼ たつ お

会を開催します。

▼日時　１１月１０日（木）　開場１８時　開演１８時３０分

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー

▼定員　２００人

▼参加料　無料
※入場整理券を１１月１日（火）からクリンクルセンターで配布
　します（土・日曜日、祝日を除く）。

��������	�
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����������	
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���

～登別環づくり市民委員会主催～

問い合わせ
環境対策グループ
（クリンクルセンター内
�○８５ ２９５８）

　粗大ごみの収集は、地域ごとに決められた年２回の収
集時期に、電話の申し込みにより行います。
　粗大ごみを出すときは（１回につき５品まで）、１枚
　１６０　円のごみ処理券を購入の上、１品ごとにごみ処理券
を張ってください。

※このほかの地区の収集日については、『家庭ごみ収集 
　カレンダー』に掲載しています。また、今後の『広報
　のぼりべつ』でも紹介します。

１２月の粗大ごみの地区名・収集日・申込期間

申込期間
（土・日曜日、祝日を除く）

収　集　日地　区　名

１１月２１日（月）　
～１２月２日（金）

１２月５日（月）　
～１０日（土）新生町３・４丁目

１１月２８日（月）　
～１２月９日（金）

１２月１２日（月）　
～１７日（土）鷲別町１～３丁目

１２月５日（月）　
　　～１６日（金）

１２月１９日（月）　
～２４日（土）新生町１・２丁目

申し込み　申込期間の９時～１６時（土・日曜日、
祝日を除く）に電話で収集委託業者（㈲登和清
掃・�○８８ ０２００）へお申し込みください　

�����������

▼
指
定
店　

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
登
別
若

　

草
店
（
若
草
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４
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－

７
・
�
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○８６
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７
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▼
区
分
・
日
時
・
場
所
・
対
象

▼
定
員　

各　

人
50

▼
参
加
料　
　

円
（
傷
害
保
険
料
を
含

300

　

む
）

▼
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運

　

動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

▼
申
し
込
み　
　

月
７
日
�
か
ら　

日

11

17

　

�
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
総
合
体

　

育
館
（
�
○８５
 

５
５
５
２
）

▼
日
時　
　

月
４
日
�　

受
付
８
時　

12

30

　

分　

開
会
式
９
時

▼
場
所　

総
合
体
育
館

▼
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

　

る　

歳
以
上
の
方
で
編
成
す
る
チ
ー

18

かると

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　

ム
（
１
チ
ー
ム
選
手
４
人
、
補
欠
２

　

人
）

▼
試
合
方
法　

予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト

　

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

▼
ル
ー
ル　

ミ
ニ
バ
レ
ー
オ
フ
ィ
シ
ャ

　

ル
ル
ー
ル
に
よ
る
１
セ
ッ
ト　

点
３

11

　

セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

▼
参
加
料　

１
千
円
（
傷
害
保
険
料
を

　

含
む
）

※
組
み
合
わ
せ
は
主
催
者
で
決
め
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
９
時　

分

11

18

30

　

か
ら　

日
�　

時
ま
で
に
総
合
体
育

25

17

　

館
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
り
総

　

合
体
育
館
（
�
○８５
 

５
５
５
２
）

　

人
権
擁
護
委
員
の 
伴  
野  
義  
昭 
さ
ん
が

ば
ん 

の 

よ
し 
あ
き

９
月　

日
で
任
期
満
了
と
な
り
、
後
任

30

に 
高  
橋  
敏  
夫 
さ
ん
が
委
員
と
な
り
ま
し

た
か 
は
し 
と
し 

お

た
。
現
在
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
８
５
５
）

初
心
者
も
歓
迎

少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す

〜
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
主
催
〜

人
権
擁
護
委
員
が
替
わ
り
ま
し
た

　交通事故や金銭貸借、損害賠償、離
婚などの法律問題について、札幌弁護
士会室蘭支部の弁護士が相談をお受け
します。相談を希望する方は事前にお
申し込みください。なお、裁判や調停
中の問題は相談をお受けできません。

◎鉄南ふれあいセンターでの相談

▼日時　１２月１７日（土）　９時３０分～

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼担当弁護士　 村上 　 弘 弁護士
むらかみ ひろし

▼定員　６人（申込順）

◎弁護士事務所での相談

▼担当弁護士　 村上 　 弘 弁護士
むらかみ ひろし

▼定員　６人（申込順）
※相談日時については、市民サービス
　グループにお問い合わせください。
◎申し込みは、１１月２９日（火）までに電話

　で市民サービスグループにお申し込

　みください

申し込み・問い合わせ

市民サービスグループ（�◯８５ １８５５）

登別市嘱託員を募集します登別市嘱託員を募集します

申し込み・問い合わせ 人事・行政管理グループ（申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（��○○８５８５１１３２） １１３２）

▼任用期間　平成１８年２月１日～平成１８年３月31日

▼試験月日　１２月３日�（予定）

▼試験場所　市役所
※詳しい時間と場所は、受け付け時にお知らせします。

▼試験方法　面接試験

▼申込方法　人事・行政管理グループまたは各支所に備え付けの申込
　書により、１１月１８日�まで（土・日曜日、祝日を除く）に人事・行
　政管理グループに持参してください

応募要件主　　な
業務内容勤務地募集人数職　種

年　齢資　格

２０～５５歳
（S２５.４.２～
S６０.４.１生）

母子指導員（保育士
など）の資格または
教諭免許を有する方

遊具や図書などを通
して、児童に健全な
遊びを指導する業務

常盤児童館・ 
常盤児童クラ
ブ　　　　　

１人
児童厚生員兼　　 
放課後児童指導員 
（子育てグループ）

勤務条件
給料（月額）休日など一日の勤務時間

１３０,３４０円日曜日、　
祝日など　

　週２９時間勤務　　　　　　　　　　　　
　（９時～１８時の間で１日４時間３０分～
　５時間勤務）

※資格・年齢の基準日は平成１７年４月１日現在です。性別は問いません。
※任用期間は、平成１８年２月１日から３月３１日までですが、勤務成績が良
　好な場合は、さらに１年ごとの更新ができます。
　　ただし、採用された日から平成２２年３月３１日までの期間か、６０歳に達
　した日の属する年度末のどちらか早い日までを限度とします。
　　また、施設の廃止や業務の統廃合により過員が生じたときは、任用の
　更新はありません。

市
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を

開
催
し
ま
す

〜
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
主
催
〜

中学生小学生区　分

１２月１１日（日）
１０時～１２時　

１１月２７日（日）
１０時～１２時　

日　時

幌別中学校
体育館　　

幌別小学校
体育館　　

場　所

中学１・２年生小学４～６年生対　象

電話番号氏　　　名

○８３ 1128 吉  田 勝彦    さん（登別東町）
よし だ かつひこ

○８８ 0511 木  村  時 子   さん（中央町）　
き むら とき こ

○８５ 3562 高橋  敏 夫   さん（中央町）　
たかはし とし お

○８６ 2751 佐  藤  弘 子   さん（富岸町）　
さ とう ひろ こ

○８６ 7149 森口 　達
もりぐち

   さん（鷲別町）　
さとる

○８４ 2359 渋  谷 
しぶ や

 隆芳 さん（登別温泉町）
りゅうほう
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情報あら
　

登
別
温
泉
旅
館
組
合
は
、
本
年
も
登

別
市
民
宿
泊
割
引
優
待
券
を
登
別
市
民

１
世
帯
に
１
枚
配
布
し
ま
す
。 

　

優
待
券
は
、
今
月
号
の
広
報
紙
に
折

り
込
み
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
温
泉
旅
館
組
合

　

（
登
別
観
光
協
会
内
�
○８４
 

３
３
１
１

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

21

14

16

▼
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
対
象　

従
業
員
の
給
料
か
ら
所
得
税

　

の
源
泉
徴
収
を
行
っ
て
い
る
事
業
主

▼
内
容　

年
末
調
整
の
仕
方
、
用
紙
の

　

記
載
方
法
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
税
務
署
源
泉
所

　

得
税
担
当
（
�
○２２
 

４
４
３
６
）

　

室
蘭
税
務
署
は
、　

月　

日
�
か
ら

11

11

　

日
�
ま
で
の
『
税
を
考
え
る
週
間
』

17に
ち
な
み
、
税
に
関
す
る
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�
〜　

日
�
（
土

11

11

17

　

日
曜
日
を
除
く
）
９
時
〜　

時　

分

17

30

▼
場
所　

市
役
所

▼
内
容　

小
学
６
年
生
に
よ
る
税
に
関

　

す
る
標
語
な
ど
の
展
示

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
税
務
署
税
務
広

　

報
広
聴
官
（
�
○２２
 

４
４
０
３
）

　

不
動
産
の
売
買
、
相
続
・
贈
与
、
パ

ー
ト
で
働
い
た
と
き
、
住
宅
を
新
築
・

購
入
し
た
と
き
の
還
付
金
な
ど
、
国
の

税
金
に
関
す
る
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

次
の
日
程
で
相
談
を
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時
、

11

15

10

12

　
　

時
〜　

時

13

15

▼
場
所　

市
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

▼
問
い
合
わ
せ　

札
幌
国
税
局
税
務
相

　

談
室
苫
小
牧
分
室
（
�
０
１
４
４
○３６
 

　

６
６
１
１
）

　

北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
平
成　

年
19

４
月
、
登
別
市
に
中
高
一
貫
教
育
を
行

う
北
海
道
立
中
等
教
育
学
校
を
開
校
し

ま
す
。

　

中
高
一
貫
教
育
と
は
、
中
学
校
を
前

期
課
程
、
高
等
学
校
を
後
期
課
程
と
し

て
、
６
年
間
一
体
的
に
教
育
を
行
う
も

の
で
す
。

　

次
の
日
程
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

道
内
に
在
住
す
る
児
童
生
徒

　

や
そ
の
保
護
者
、
道
立
中
等
教
育
学

　

校
の
教
育
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

▼
日
時
・
場
所

▼
申
し
込
み　

胆
振
教
育
局
生
涯
学
習

　

課
（
�
○２４
 

９
８
９
２
）

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、
手
形
決
済
、

ボ
ー
ナ
ス
資
金
、
商
品
仕
入
れ
な
ど
の

年
末
資
金
を
お
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
額　

４
千　

万
円
以
内
（
普
通

800

　

貸
付
）

▼
利
率　

年
１
・　

％
（
平
成　

年
９

55

17

　

月
９
日
現
在
・
固
定
金
利
）

▼
返
済
期
間　

運
転
資
金
は
５
年
以
内
、

　

設
備
資
金
は　

年
以
内

10

▼
保
証
・
担
保　

保
証
人
ま
た
は
担
保

　

が
必
要
で
す
。
お
客
様
の
ご
希
望
を

　

伺
い
な
が
ら
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

国
民
生
活
金
融
公
庫

　

室
蘭
支
店
（
�
○４４
 

１
７ 
３
１
）
ま
た

　

は
登
別
商
工
会
議
所
（
�
○８５
 

４
１
１

　

１
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
時
間
短
縮

対
策
の
一
環
と
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
暮

ら
し
を
創
造
す
る
た
め
、
毎
年　

月
を

１１

『
ゆ
と
り
創
造
月
間
』
と
位
置
付
け
、

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
国
民
生
活
の
実

現
に
向
け
て
社
会
的
気
運
の
醸
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

家
族
と
の
触
れ
合
い
を
一
層
深
め
る

た
め
、
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

つ
め
直
し
、
暮
ら
し
の
ゆ
と
り
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

月　

日
�
『
勤
労
感
謝
の
日
』
９

11

23

　

時
か
ら　

時
ま
で
、
全
国
一
斉
無
料

17

　

労
働
相
談
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１

　

２
０－

　

－　

）
を
行
い
ま
す
。

897

933

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
労
働
基
準
監
督

　

署
（
�
○２３
 

６
１
３
１
）

『
登
別
市
民
宿
泊
割
引
優
待
券
』
を

配
布
し
ま
す

平
成　

年
分
年
末
調
整
説
明
会
を

１７

開
催
し
ま
す

『
税
に
関
す
る
作
品
展
』
を

開
催
し
ま
す

・

『
税
金
の
相
談
』
を
行
い
ま
す

道
立
中
等
教
育
学
校
（
仮
称
）

学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

国
民
生
活
金
融
公
庫
で

年
末
資
金
お
取
り
扱
い
中

　

月
は
『
ゆ
と
り
創
造
月
間
』
と

１１『
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ
ャ
ン 

ペ
ー
ン
月
間
』
で
す
！

　

〜
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
と

　
　
　

賃
金
不
払
残
業
解
消
の
た
め
に
〜

場　所日　時

だて歴史の杜　
カルチャーセンター

１１月９日（水）
１８時１５分～

登別市民会館
１１月１０日（木）
１８時１５分～

苫小牧市文化
交流センター

１１月２１日（月）
１８時１５分～

）

��������	
��������	


　パークゴルフ場とテニスコ
ートの利用期間を延長します。▲

利用延長期間　１１月１３日（日）
　（９時～１６時）まで
※受け付けは１５時までです。
※天候により、期間を短縮す
　ることがあります。▲

問い合わせ　社会教育グル
　ープ（�○８８ １１２９）



��

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

▼
訓
練
科
・
課
程
・
定
員
な
ど 

▼
課
程
・
受
付
期
間
・
選
考
日

▼
問
い
合
わ
せ　

道
立
室
蘭
高
等
技
術

かると

　

専
門
学
院
（
�
○４４
 

３
５
２
２
）
ま
た

　

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
む
ろ
ろ
ん
（
�
○２２
 

　

８
６
８
９
）

　

北
海
道
労
働
局
や
雇
用
・
能
力
開
発

機
構
北
海
道
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
建
設

業
協
会
は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善

を
図
る
た
め
、
毎
年　

月
を
『
建
設
雇

11

用
改
善
推
進
月
間
』
と
定
め
、
啓
発
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
事
業
内
容　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
…
建
設

　

雇
用
改
善
事
業
所
訪
問
、
雇
用
・
能

　

力
開
発
機
構
北
海
道
セ
ン
タ
ー
…
建

　

設
労
働
者
の
雇
用
改
善
に
関
す
る
相

　

談
や
援
助
活
動
、
雇
用
管
理
研
修
、

　

建
設
雇
用
改
善
助
成
金
の
支
給
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
む
ろ

　

ら
ん
（
�
○２２
 

８
６
８
９
）

　

北
海
道
労
働
局
は
、
労
働
者
の
方
と

事
業
主
の
間
の
紛
争
（
解
雇
、
配
置
転

換
、
賃
下
げ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
な

ど
）
を
迅
速
に
解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
無
料
で
個
別
紛
争
の
解
決
援
助

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、
相
談
や
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

事
案
に
よ
っ
て
は
、
当
事
者
間
に
紛

争
調
整
委
員
会
（
弁
護
士
、
大
学
教
授

な
ど
）
が
入
り
、
あ
っ
せ
ん
案
の
提
示

な
ど
調
整
を
行
い
、
円
満
な
解
決
を
図

る
『
あ
っ
せ
ん
』
を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
コ
ー
ナ
ー　

北
海
道
労
働
局
札

　

幌
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
�　
011

　

－

　

－

８
７
１
２
・
９
時
〜　

時
）
、

２２３

１７

　

北
海
道
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー

　

ナ
ー
（
�　

－

　

－

２
３
１
１
・
９

011

709

　

時　

分
〜　

時
）
、
室
蘭
総
合
労
働

30

17

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
�
○２３
 

６
１
３
１
・

　

８
時　

分
〜　

時
）

30

17

※
北
海
道
労
働
局
は
、
女
性
相
談
員
も

　

い
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
総
合
的
な
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
北
海
道
が
設
置
し

７
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

▼
運
営　

�
北
海
道
社
会
福
祉
事
業
団

▼
相
談
内
容　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

や
専
門
機
関
の
紹
介
、
就
労
支
援
、

　

施
設
利
用
支
援
、
就
学
や
進
路
相
談
、

　

対
人
関
係
や
困
っ
た
行
動
に
関
す
る

　

こ
と
な
ど
（
料
金
は
無
料
）

▼
受
付
方
法　

来
所
相
談
や
電
話
、
フ

　

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
便

▼
問
い
合
わ
せ　

胆
振
圏
域
障
害
者
総

　

合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０

052

　

０
１
５　

伊
達
市
旭
町　

－

　
　

�

50

62

　

�
０
１
４
２
○２２
 

３
２
０
０
、
Ｅ
メ
ー

　

ル

　

地
域
の
方
に
、
精
神
保
健
福
祉
に
つ

い
て
関
心
や
精
神
障
害
者
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。

▼
回
・
日
時
・
内
容

▼
場
所　

西
胆
振
地
域
生
活
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
美
園
町
２
丁
目　

－

１
）

２３

※
４
回
目
は
、
各
実
習
先
に
な
り
ま
す
。

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電

１１

１０

　

話
で
西
い
ぶ
り
地
域
生
活
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
�
○８６
 

０
７
０
７
）

　
　
：
iburi-soudan@

cam
eo.

　
plala.or.jp)

平
成　

年
度
学
生
募
集

１８

道
立
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

　

月
は
『
建
設
雇
用
改
善

１１推
進
月
間
』
で
す

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す

胆
振
圏
域
障
害
者
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

『
や
さ
し
い
精
神
保
健

福
祉
講
座
』
を
開
催
し
ま
す

応　募　資　格訓練 
期間定員課程訓　練　科

高等学校卒業（卒業見込み）
の方またはこれと同等以上
の学力を有すると認められ
る方　　　　　　　　　　

１年

２０人普通機　 械　 科

２０人普通構造物鉄工科

３０人普通観光ビジネス科

義務教育卒業（卒業見込み）
の方

２０人短期溶　 接　 科

３０人短期配　 管　 科

３０人短期塗 装 科

３０人短期建　 築　 科

選　考　日受　付　期　間課程

１２月５日（月）　

１１月１日（火）～
　１８日（金）

（郵送の場合は、
１１月２０日（日）の消
印まで有効）　

普通

平成１８年　　
２月６日（月）　

１２月１日（木）～
平成１８年　　
１月２０日（金）　

短期

内　　　容日　時回

オリエンテーション、
精神疾患についてなど

１１月１７日（木） 
１４時～１６時１回

精神障害者がたどってきた歴
史、そして今…

１１月２４日（木） 
１４時～１６時２回

地域の支援体制、
グループワーク

１２月１日（木） 
１４時～１６時３回

実習（病院デイケア、授産施
設、生活訓練施設など）

１２月５日（月） 
　～９日（金） ４回

意見交換『当事者のことは当
事者から学ぼう』など

１２月１５日（木） 
１４時～１６時５回

・



��

情報あら
　

日
本
ユ
ニ
セ
フ
（
国
際
連
合
児
童
基

金
）
協
会
は
、
発
展
途
上
国
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
の
た
め
、
募
金
活
動
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
ユ
ニ
セ
フ
の
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
や
年
賀
状
も
販
売
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

20

10

15

▼
場
所　

ア
ー
ニ
ス
１
階

▼
問
い
合
わ
せ　

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

　

北
海
道
支
部
室
蘭
友
の
会
登
別
担
当

　

川
瀬
さ
ん
（
�
○８３
 

１
０
２
７
）

　

の
ぼ
り
べ
つ
国
際
交
流
会
は
、
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
の
方
た
ち
に
衣
料
を
送

り
ま
す
。
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
な
い
衣

料
や
シ
ー
ツ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

譲
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

13

10

15

▼
受
付
場
所　

市
民
会
館
、
鷲
別
公
民

　

館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー

▼
受
け
入
れ
る
物

�
新
品
の
物
…
下
着
、
パ
ジ
ャ
マ
、
タ

　

オ
ル
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、
シ
ー
ツ

�
洗
濯
済
み
の
物
…
毛
布
、
ズ
ボ
ン
、

　

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ト
レ
ー

　

ナ
ー
、
セ
ー
タ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、

　

コ
ー
ト
な
ど

▼
持
参
方
法　

最
大
で
り
ん
ご
箱
程
度

　

の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
持
参

▼
費
用　

１
箱
に
つ
き　

円
（
輸
送
料

500

※
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
も

　

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

の
ぼ
り
べ
つ
国
際
交

　

流
会
事
務
局
・
田
中
さ
ん
（
�
○８５
 

７

　

４
８
６
）

▼
講
座
名
・
日
時
・
定
員
・
参
加
料 

※
一
部
の
講
座
で
は
別
途
保
険
料
が
か

　

か
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

各
講
座
初
日
の
２
日
前

　

ま
で
に
電
話
で
登
別
高
等
学
校
（
�

　

○８５
 

２
９
１
１
）

平
成　

年
度
登
別
高
等
学
校

１７

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

ご
協
力
く
だ
さ
い

難
民
の
方
に
衣
料
を
送
り
ま
す

ユ
ニ
セ
フ
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・

）

参加料定員日　　　時講　座　名

無　料１０人

１１月１０日（木）・ 
１８日（金）・２５日（金） 
１９時～２０時３０分 
（全３回）

楽しい　　　
パソコン教室

５００円程度 
（材料費）１０人

１１月１２日（土）・１９日（土）
１０時～１３時
（全２回）

藍染め・　　　
ガラス彫刻体験

無　料１０人
全４回を予定、 
日時は未定 
（後日連絡します）

基礎スキー入門

◆募集内容
入　居
予定日

抽　 選
日時・場所家　賃募集内容団　地　名

（所　在　地）

１２月１日（木）

１１月１６日（水）
１４時００分～
市民会館
中ホール

２２,１００円　
～５０,９００円

一般世帯、２LＤＫ 
２戸（２階、３階）

桜木団地 
（桜木町４丁目１－１）

１７,７００円　
～３９,０００円

一般世帯、３LＤＫ 
２戸（４階、５階）

柏葉団地 
（柏木町４丁目２１－１）

１３,９００円　
～３４,３００円

一般世帯、３ＤＫ 
３戸（４階）

柏木団地 
（柏木町１丁目２３－１）

柏木団地 
（柏木町１丁目２８－１）

１３,３００円　
～３１,６００円

高齢・身障世帯
３ＤＫ 
３戸（１階） 

幌別東団地 
（幌別町８丁目９）

幌別東団地 
（幌別町８丁目１０）

幌別東団地 
（幌別町８丁目１４－５）

１４,４００円　
～３１,６００円

一般世帯、３ＤＫ 
２戸（２階）

幌別東団地 
（幌別町８丁目１４－５）

１９,６００円　
～４５,３００円

一般世帯、３LＤＫ 
３戸（３～５階）

緑ヶ丘団地 
（常盤町３丁目２６－１）

緑ヶ丘団地 
（常盤町３丁目２６－５）

１７,０００円　
～３７,３００円

高齢・身障世帯、
２ＬＤＫ１戸（１階）

緑ヶ丘団地 
（常盤町３丁目２６－１）

月 収 入 額区　　　　　　　　　　分

２６８,０００円以下

入居者または同居者に障害のある方（障害の程度に
基準があります）
入居者が５０歳以上で、同居者も５０歳以上または１８歳
未満の方

２００,０００円以下上記以外の方

����������
��������	�○８５ �����

��������	
��
� ◆収入基準

※入居希望者が募集戸数を超えた場合、抽選を行います。
※募集戸数が変更になることがありますので、詳しくは募
　集案内書で確認してください。

※月収入額は、世帯全員の所得の合計と家族数などにより
　計算されます。詳しくはお問い合わせください。

①家族で入居する方（婚約中の方を含む）
②持ち家のない方
③現在、公営住宅に入居していない方
④収入が収入基準の範囲内で、それを証明できる方

◆申込資格

◎敷金（家賃の２カ月分）
◎毎月の家賃のほかに、ガス設備のリース料、共益費
◎駐車場は１世帯１台で、桜木団地のみ使用料月額　
　２,０００円（ほかの団地は無料）

◆経費

　１１月７日（月）～１１日（金）　１０時～１７時
※申込用紙は１１月１日（火）から（土・日曜日、祝日を除く）
　建築住宅グループ、各支所でお渡しします。

◆申し込み



��

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

▼
講
座
名　

Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
座
（
表

　

計
算
ソ
フ
ト
Ｅ
x
c
e
l
の
基
本
操

　

作
）

▼
日
時　
　

月　

日
�
か
ら　

月　

日

11

15

12

21

　

�
ま
で
の
毎
週
火
・
水
曜
日
と　

月
12

　
　

日
�
（
全　

回
、
祝
日
を
除
く
）

22

12

　
　

時　

分
〜　

時　

分

18

30

20

30

▼
場
所　

室
蘭
工
業
大
学
専
門
校
舎

　

（
Ｃ　

室
）

211

▼
対
象　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

　

き
る
方

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

40

▼
受
講
料　

４
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
し
込
み　
　

月
４
日
�
か
ら　

日

11

11

　

�
ま
で
に
受
講
料
を
添
え
て
室
蘭
工

　

業
大
学
地
域
連
携
推
進
課
（
�
○４６
 

５

　

０
２
３
）

▼
対
象　

大
学
や
短
大
、
専
修
学
校
、

　

各
種
学
校
、
高
校
な
ど
へ
入
学
・
在

　

学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
ま
た
は
本
人

　

で
、
世
帯
の
年
収
が　

万
円
（
事
業

990

　

所
得
は　

万
円
）
以
内
の
方

770

▼
融
資
額　

一
人
に
つ
き　

万
円
以
内

200

▼
返
済
期
間　
　

年
以
内

10

▼
据
置
期
間　

在
学
期
間
以
内
（
返
済

　

期
間
に
含
む
）

かると

▼
用
途　

学
校
納
付
金
（
入
学
金
、
授

　

業
料
な
ど
）
、
受
験
費
用
（
受
験
料
、

　

交
通
費
、
宿
泊
料
な
ど
）
、
ア
パ
ー

　

ト
の
敷
金
・
家
賃
、
学
習
塾
費
、
教

　

科
書
代
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど

▼
利
率　

１
・　

％
（　

月
末
日
現
在

65

１０

▼
返
済
方
法　

元
利
均
等
払
い
（
ボ
ー

　

ナ
ス
併
用
返
済
、
ス
テ
ッ
プ
返
済
も

　

可
）

▼
保
証　

�
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

　

ま
た
は
保
証
人
１
人
以
上

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

　

セ
ン
タ
ー
（
�
０
５
７
０－

０
０
８

　

６
５
６
）

　

北
海
道
経
済
産
業
局
は
、
毎
年　

月
11

を
証
明
用
電
気
計
器
の
受
検
促
進
月
間

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

貸
し
ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト
、
寮
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
で
、
有
効
期
限
が
満
了
し

た
証
明
用
電
気
計
器
を
所
有
す
る
方
は
、

早
急
に
検
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
経
済
産
業
局

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
（
�　

－011

　
　

－

２
２
８
３
）

700

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
営

む
方
に
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。
忘
れ

ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

胆
振
支
庁
納
税
課

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○２４
 

９
５
８
４
）

　

障
害
者
の
作
品
や
福
祉
機
器
の
展
示
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
点
訳
奉
仕
団
に

よ
る
実
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�
〜　

日
�　
　

11

25

27

10

　

時
〜　

時
18

▼
場
所　

ア
ー
ニ
ス
１
階
広
場

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
市
障
害
者
福
祉

　

関
係
団
体
連
絡
協
議
会
（
登
別
市
社

　

会
福
祉
協
議
会
内
�
○８８
 

０
８
６
０
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

21

18

19

▼
場
所　

恵
愛
病
院
２
階
多
目
的
ホ
ー

　

ル
▼
内
容　

講
演
『
介
護
を
す
る
人
の
心

　

の
問
題
に
つ
い
て
』

▼
講
師　
 
森  
田  
伸  
行 
さ
ん
（
恵
愛
病
院

も
り 

た 

の
ぶ 
ゆ
き

　

精
神
神
経
科
科
長
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
市
在
宅
介
護
支

　

援
セ
ン
タ
ー
『
け
い
あ
い
』
（
�
○８２
 

　

５
０
０
５
）

▼
日
時　
　

月
８
日
�　

９
時　

分
〜

11

30

　
　

時
15

▼
場
所　

し
ん
た　
21

▼
対
象　

一
般
成
人

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
参
加
料　
　

円
（
教
材
費
）

200

▼
内
容　

講
演
、
調
理
実
習
（
サ
ン
マ

　

の
ね
ぎ
あ
ん
か
け
、
抹
茶
ミ
ル
ク
蒸

　

し
パ
ン
な
ど
）

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

　

記
用
具

▼
申
し
込
み　
　

月
７
日
�
ま
で
に
電

11

　

話
で
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

　

議
会
・ 
安  
達 
さ
ん
（
�
○８５
 

７
８
４
５

あ 

だ
ち

　

来
春
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
『
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
』
は
、
高
齢
者

が
自
立
と
共
生
の
中
で
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
共
同
生
活
住
宅
で
す
。

　

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜

11

12

10

▼
場
所　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ぶ
り
た
す
け

　

愛
（
新
川
町
３
丁
目
７

－　

）
19

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ぶ
り

　

た
す
け
愛
（
�
○８８
 

２
６
２
６
）

室
蘭
工
業
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

ス
ク
ー
ル
秋
学
期
講
座

『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
が

利
用
で
き
ま
す

〜
国
民
生
活
金
融
公
庫
〜

『
障
害
者
週
間
記
念
事
業
』
を

開
催
し
ま
す

　

〜
登
別
市
障
害
者
福
祉
関
係

　
　
　
　
　
　

団
体
連
絡
協
議
会
主
催
〜

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー　

の
集
い

２１

を
開
催
し
ま
す
（
健
康
教
室
）

）

　

月
は
『
証
明
用
電
気
計
器
の

１１受
検
促
進
月
間
』
で
す

　

月　

日　

は
『
個
人
事
業
税
』

１１

３０

（水）

第
２
期
分
の
納
期
限
で
す

第
２
回
『
役
に
た
つ
介
護
の

つ
ど
い
』
を
開
催
し
ま
す

）

『
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
』
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ぶ
り
た
す
け
愛
〜



��

情報あら
▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

28

10

14

▼
場
所　

市
民
会
館
調
理
室

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
講
師　
 
柴  
田  
義  
紀 
さ
ん
（
元
調
理
師

し
ば 

た 

よ
し 
の
り

▼
参
加
料　
　

円
100

▼
品
目　

サ
ケ
の
牛
乳
入
り
炊
き
込
み

　

ご
飯
、
ホ
タ
テ
缶
と
白
菜
の
ミ
ル
ク

　

煮
な
ど

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電

11

22

　

話
で
登
別
消
費
者
協
会
（
�
○８５
 

８
３

　

０
７
）

　

年
越
し
そ
ば
を
自
分
の
手
打
ち
で
と

い
う
方
は
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　

９
時　

分
〜

11

20

30

▼
場
所　

札
内
高
原
館

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
参
加
料　

２
千
円

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電

11

10

　
 
話
で
登
別
蕎
麦
道
場
・
阿
部
さ
ん

　

（
�
○８５
 

６
６
８
８
）

　

ご
来
場
の
皆
さ
ん
も
、
楽
し
く
口
ず

さ
ん
で
い
た
だ
け
る
曲
目
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　

開
場　

時　

11

12

17

　

開
演　

時　

分

17

30

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
内
容　

１
部
…
各
合
唱
団
の
発
表
、

　

２
部
…
戦
後　

年
の
懐
か
し
の
メ
ロ

60

　

デ
ィ

牛
乳
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
消
費
者
協
会
主
催
〜　
　

▼
出
演　

登
別
女
声
コ
ー
ラ
ス
Ｍ
Ｆ
Ｃ
、

　

ボ
ニ
ー
ク
ラ
ッ
ク
、
女
声
コ
ー
ラ
ス

　

し
お
さ
い
、
登
別
フ
ィ
メ
ー
ル
コ
ー

　

ル
、
シ
ル
バ
ー 
Ｈ
Ｇ 

ハ
ー
ゲ
ー

▼
入
場
料　
　

円
500

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
合
唱
協
会
・
西

　

川
さ
ん
（
�
○８３
 

１
１
８
５
）

　

花
ま
つ
り
や
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
ゆ

く
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

23

15

16

　
　

分
30

▼
場
所　

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料　

無
料

▼
演
奏　

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
ゲ
バ
ラ
と
門

　

下
生
、
ア
プ
ル
ナ
ス

▼
問
い
合
わ
せ　
 
伴  
野 
さ
ん

ば
ん 

の

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

７
５
１
５
）

　

み
ん
な
で
健
康
ダ
ン
ス
や
フ
ロ
ア
ー

カ
ー
リ
ン
グ
、
手
指
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

な
ど
を
し
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
現
場
実
習
と
し
ま
す
。

希
望
者
は
事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

13

１０

１５

▼
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
指
導　

登
別
レ
ク
協
会
、
道
央
レ
ク

　

ク
ラ
ブ

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

軽
運
動
の
で
き
る
服
装
、

　

昼
食
、
飲
み
物

▼
申
し
込
み　
　

月
７
日
�
ま
で
に
電

11

　

話
、
フ
ァ
ク
ス
で
登
別
レ
ク
リ
エ
ー

　

シ
ョ
ン
協
会
・
佐
々
木
さ
ん
（
�
・

　

�
○８６
 

７
５
７
０
）

　

教
育
費
は
？
家
を
持
つ
に
は
？
一
日

の
お
か
ず
代
は
？
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時
・
場
所 

▼
参
加
料　

前
売
り　

円　

当
日　

円

400

450

※
託
児
を
用
意
し
て
い
ま
す
（
お
や
つ

　

代　

円
）
。

100

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○４５
 

０
６
０
５
）

11月の歯科救急医療
　１１月の日曜日、祝日の歯科救急は、次の歯
科で受け付けします。受付時間は、９時から
１１時までです。

住所・電話診　療　所月　日
室蘭市港南町 
１丁目９－１９
�○２２ ３３２２

本 田 歯 科１１月３日（木）

室蘭市中央町
３丁目５ー６
�○２２ ５３６７

前田歯科医院

１１月６日（日）
登別市登別東町 
２丁目２７－１
�○８３ １２７０

かただ歯科医院

室蘭市日の出町 
１丁目２４－２５
�○４６ ６４８０

松田歯科医院

１１月１３日（日）
伊達市舟岡町 
３５０－７
�０１４２○２２ １６４１

本田歯科医院

室蘭市東町 
２丁目１９－１４
�○４４ ４５００

水野歯科医院１１月２０日（日）

室蘭市港北町 
２丁目５－１８
�○５５ ０１１８

森 歯 科
ク リ ニ ッ ク１１月２３日（水）

室蘭市知利別町 
２丁目２６－１
�○４５ １６７７

山本歯科医院１１月２７日（日）

問い合わせ
健康推進グループ

（しんた２１内�○８５ ０１００）

）

そ
ば
打
ち
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別 
蕎  
麦 
道
場
主
催
〜　
　

そ 

ば

第　

回
『
合
唱
の
つ
ど
い
』

２７
を
開
催
し
ま
す

家
事
家
計
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

〜
家
計
簿
は
暮
ら
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
〜

市
民
レ
ク
『
市
民
ゲ
ー
ム
を
楽

し
む
会
』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

『
ア
ン
デ
ス
の
風
の 
音 
と
緑
の

ね

コ
ン
サ
ー
ト
』
を
開
催
し
ま
す

場　　　所日　　　時

室蘭市市民会館１１月１７日（木） 
１０時～１２時

登別市婦人センター１１月１８日（金） 
１０時～１２時

室蘭友の家１１月１８日（金） 
１８時３０分～２０時

だて歴史の杜 
カルチャーセンター

１１月２２日（火） 
１０時～１２時



かると

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　

健
康
の
た
め
に
、
太
極
拳
を
始
め
ま

せ
ん
か
。

▼
コ
ー
ス
・
時
間
・
場
所

▼
会
費　

各
コ
ー
ス
月
額
３
千
円

▼
問
い
合
わ
せ　

工
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

４
０
８
８
）

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
・
快
適
に
、

活
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
な
ど
こ
の
機
会
に
基
礎
知
識
を
身

会
員
募
集

『
登
別
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
』

に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

26

14

16

▼
場
所　

室
蘭
工
業
大
学
講
義
室
Ｎ　
401

▼
参
加
料　

無
料

▼
定
員　
　

人
150

▼
申
し
込
み　

住
所
、
氏
名
、
職
業
、

　

年
代
を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

　

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く

　

る
ネ
ッ
ト
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全

　

教
室
』
係

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く

　

る
ネ
ッ
ト
（
�
・
�
○２３
 

２
１
０
１
、

　

Ｅ
メ
ー
ル

▼
日
時　
　

月
８
日
�　
　

時
〜

11

18

▼
場
所　

市
民
会
館
視
聴
覚
室

▼
参
加
料　

無
料

▼
演
題　

『
な
ぜ
縄
文
文
化
は
１
万
年

　

も
の
間
続
い
た
の
か
』

▼
講
師　
 
大  
島  
直  
行 
さ
ん
（
伊
達
市
噴

お
お 
し
ま 
な
お 
ゆ
き

　

火
湾
文
化
研
究
所
長
）

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
郷
土
文
化
研
究

　

会
・
佐
々
木
さ
ん
（
�
○８５
 

５
２
１
３

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
ご
み
の
野
外

13

で
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
家
庭
用
小

『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
』

を
開
催
し
ま
す

　

〜
経
済
産
業
省
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　

日
本
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
協
会
主
催
〜

　
　
　
　
　
：
toriyam

a@
kuru2.

　
net）

講
演
会
『
郷
土
史
の
夕
べ
』

に
お
越
し
く
だ
さ
い

）

え
ー
っ
！

野
焼
き
っ
て
犯
罪
な
の

場　所時　　　間コース

総合体育館１８時３０分～２０時３０分 毎　週
月曜日

総合体育館１３時３０分～１５時３０分 毎　週
木曜日

市　民　会　館１３時３０分～１５時３０分 
（１１月１１日から開始）

毎　週
金曜日

��

型
焼
却
炉
で
の
ご
み
の
焼
却
も
、
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

焼
却
設
備
の
構
造
基
準
を
満
た
さ
な

い
焼
却
に
は
、
厳
し
い
罰
則
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、
煙
、
す

す
、
悪
臭
に
よ
り
周
囲
の
方
に
迷
惑
を

か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
や
塩
化
水
素
な
ど
の
有
害
物
質
発
生

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

  
ご
み
は
、
正
し
く
分
別
し
て
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
か
、
専
門
業
者
に

委
託
す
る
な
ど
し
て
適
正
に
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
�
○８５
 

２
９
５
８

　

『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を

は
じ
め
、
想
い
描
く
登
別
の
将
来
像
、

身
の
ま
わ
り
や
世
相
、
家
族
・
友
達
、

感
動
し
た
こ
と
、
新
年
を
迎
え
る
自
分

へ
の
激
励
な
ど
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
や
決
意
、
新

年
を
迎
え
る
抱
負
、
２
０
０
５
年
を
振

り
返
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
忘
れ

て
し
ま
い
た
い
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
原
稿
は
、
平
成　

年
１

18

月
号
の
特
集
『
明
日
の
登
別
、
明
日
の

私
』
で
紹
介
し
ま
す
。

　

紙
面
を
使
っ
て
、
ふ
る
さ
と
登
別
の

将
来
像
を
想
い
描
い
た
り
、
来
年
の
私

へ
語
り
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
投
稿
要
領

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
以

　

上
の
方

▼
原
稿　
　

字
程
度
（
用
紙
は
、
原
稿

400

　

用
紙
に
限
ら
ず
何
で
も
結
構
で
す
。

　

手
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ
を
問
い
ま
せ
ん

▼
投
稿
方
法　

封
書
、
は
が
き
、
フ
ァ

　

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
ご

　

投
稿
く
だ
さ
い

※
紙
面
で
は
原
則
と
し
て
お
名
前
を
掲

　

載
し
ま
す
が
、
匿
名
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
『
匿
名
希
望
』
と
明
記
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　
　

月　

日
�
（
必
着
）

11

30

▼
投
稿
先　

情
報
推
進
Ｇ
（
�
○８５
 

６
５

　

８
６
�
○８５
 

１
１
０
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〒　

－
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メ
ー
ル

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
新
年
号
特
集

『
明
日
の
登
別
、
明
日
の
私
』
の

原
稿
を
募
集
し
ま
す

）

　
　
　
　
：
pr@
city.noboribetsu.

　
hokkaido.jp）

第１回図書館まつり
～図書館まつり　　　　
実行委員会主催～

▼日時　１１月１３日（日）　１０時～
　１６時

▼場所　市立図書館

▼内容　 池  谷  陽  子 原画展、絵
いけ のや よう こ

　本の読み聞かせ、手話コン
　ト、 富  樫  利  一 講演会など

と がし とし かず

問い合わせ
市立図書館（�○８５ ４３２４）

）



��

�������

市立図書館
� ○８５  4 3 2 4

��

トットちゃんの万華鏡
 北  川 　 登 園   　著
きた がわ たか のぶ

◇ 美  姫  血  戦 　　　　　　　　　　　　　　　　　
び き けっ せん

 富 樫
と がし

    倫  太  郎 　著
りん た ろう

◇キムチ百科　　　　　　　　　　　　　　　 韓 　 福 　麗   　著
はん ぼん にょ

◇談合業務課　　　　　　　　　 鬼  島 　　 紘 一   　著
き じま こう いち

◇知っておきたい日本の名言・格言事典 　 大 隅
おお すみ

   　　 和 雄   　著
かず お

◇満州国皇帝の秘録　　　　　　　　　 中  田 　　 整 一   　著
なか た せい いち

◇楽園の眠り　　　　　　　　 馳 　　
はせ

 星周 　著
せいしゅう

◇愛するということ　　　　　　　　 小  池  真  理 子   　著
こ いけ ま り こ

◇日本領サイパン島の一万日　 野  村 　　　　進
の むら

   　著
すすむ

※図書館では、毎月購入している本の全リスト
　を差し上げています。ご利用ください。

�������������
火～金曜日（祝日を除く）１０：００～１６：００

※お申し込みは、市内に居住する方が対象です。

●レース用スキー板（190㌢）●電子オルガン●五月人形●シングルベッド

（引き出し、電燈付き）●スチールホイール（15インチ　 ）●電動三輪車●スチー

ル机（事務用・学習用）●子ども用自転車（５・６年生、３～５歳・補助輪あ

り）●編み機●マウンテンバイク（24インチ　 ）●業務用冷蔵庫（983㍑）●オルガ

ン●ポット式石油ストーブ●印刷機マスター●印刷機インク●ベッド（クイー

ンサイズ）●食器棚●ひな人形●ビデオカメラ●フィギュアスケート（22㌢

・23㌢）●ゴルフ道具（アイアン７本）●ワープロ●学習机、いす（木製）

●野球道具（小学生用グローブ・ミット・ボール３個）●シングルベッド（電

動２段式）●スキャナー●パソコン（デスクトップ、カラープリンター付き）

●反射ストーブ（６～10帖）●書道用具一式●カラオケ道具一式●電気スト

ーブ（小型・中型）●火鉢（信楽焼き）●ランニングマシン●カーナビ●石油

小型給湯機（煙突付き）

��������	
���


�����������

　司会者、ユネスコ親善大使、
ろう者劇団の主催者、そして女
優…。黒柳徹子の活動は現在進
行形だが、その力の源泉はどこ
にあるのだろうか。全面的な協
力を得て成る、天衣無縫で献身
的な自由人の半生記。

隠居学
 加  藤 　
か とう

 秀  俊 　著
ひで とし

　森羅万象、世の中はおもしろ
いことだらけ。あらゆる世界を
めぐる好奇心、自由な隠居にな
る願望を待つ著者の知的探検！
　社会学の学者である著者が学
問的考察を離れ、落語の隠居を
お手本に楽しい隠居生活を提案
する。

●電動三輪車●作業用回転いす●自転車用補助いす●鋳物まきストーブ●まき

ストーブ●精米機（家庭用）●足踏みミシン●電動ミシン●ノートパソコン●

夏タイヤ（175-13）●味噌羽根付もちつき器●ワープロ●電子ピアノ●再生

専用ビデオデッキ●自転車（26インチ　 ）●車いす（折りたたみ式）

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

このほかに新しく入った本

情報あら

中
央
町
６
　
11
 

情報推進グループ 

658685

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.hokkaido.jp

　楽しかったこと、 
悲しかったこと、市
への疑問や意見・要
望などを情報推進グ
ループへ電話やはが
き、封書、ファク
ス、電子メールでお
寄せください。な
お、個人や団体への
中傷、営利を目的と
したお話はご遠慮く
ださい。 

　

先
日
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
と
市

民
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
『
市
民
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
に
親
子

で
参
加
し
た
。

　

特
に
、
子
ど
も
は
、
日
ご
ろ
体
を
動

か
す
機
会
が
少
な
い
の
で
、
秋
を
感
じ

な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
心
地
良
い
汗
を

流
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、
便
利
な
日

常
生
活
や
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
室

内
で
の
遊
び
に
浸
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

体
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

子
ど
も
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め
、

ま
ず
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
さ
せ
た
り
、
外
遊
び
を
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う
。

　

ま
た
、
最
近
は
、
健
康
の
た
め
、
体

を
動
か
す
方
が
増
え
て
い
る
。
公
園
や

河
川
敷
な
ど
で
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ

ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
方
を
よ
く
見
か
け
る
。

　

こ
の
機
会
に
、
わ
た
し
も
、
子
ど
も

と
一
緒
に
運
動
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
の
大
切
さ
を
親
子

で
感
じ
取
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
男
性
）

　

秋
も
一
段
と
深
ま
り
、
登
別
に
も
少

し
ず
つ
冬
の
足
音
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
わ
が
家
も
、
そ
ろ
そ
ろ
冬
支
度
を

始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
最
近
の
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油

の
値
上
が
り
で
す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

の
報
道
を
見
る
た
び
に
気
が
重
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

自
動
車
が
１
人
１
台
の
家
庭
も
あ
る

は
ず
。
自
動
車
を
な
る
べ
く
使
用
し
な

い
、
急
発
進
・
急
加
速
を
し
な
い
な
ど
、

省
エ
ネ
を
実
践
し
て
い
る
方
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
特
に
、
北
国
に
住
む
わ
た

し
た
ち
に
と
っ
て
、
灯
油
の
値
上
が
り

は
深
刻
な
問
題
。
灯
油
代
の
節
約
の
た

め
、
暖
房
を
抑
え
、
厚
着
を
し
て
過
ご

そ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
心
配
な
く
冬
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
女
性
）

親
子
で
運
動
を

始
め
た
い

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
の
値
上

が
り
に
気
が
重
く
な
る
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◎邦楽公演
　邦楽部門８団体による舞台公演

▼日時　１１月１３日　　１３時～

▼場所　室蘭市文化センター

▼入場料　７００円
◎会報表紙展・
　展示部門（６団体）合同展

▼日時　１１月２４日　～２７日　　１０時～
　１７時

▼場所　室蘭市文化センター

▼入場料　無料

▼問い合わせ　室蘭市教育委員会生涯
　学習課（�○２２ ５０９４）

��� ��� ���

MASAHIKO  MINOYA  LIVE
in SHIRAOI

人のうごき（平成17年9月末日現在）／人口53,971（－65）　世帯24,593（－12）（　）は前月比　 この広報紙は再生紙を使用しています。
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ホームページ ： http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp  Ｅメール ： pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp

室蘭文化連盟
創立３０周年記念事業

劇団四季公演
『クレイジー・フォー・ユー』

 （日） 

　劇団四季のミュージカル『クレイジ
ー・フォー・ユー』を上演します。

▼日時　１１月１６日　　開場１８時　開演
　１８時３０分

▼場所　だて歴史の杜カルチャーセン
　ター大ホール

▼ 入場料　Ｓ席７,３５０円、Ａ席６,３００円
　（全席指定）

▼入場券販売所　カルチャーセンター
　窓口、エルム多米楽器室蘭店、ぎん
　やレコード店ほか

▼問い合わせ　伊達メセナ協会
　　　　　（�０１４２○２２ １５１５）

　１９８１年に『白い嵐』でデビュー。
『笑えないピエロ』、『夢しかなかっ
た』などヒット曲を出したみのや雅彦。
　コンサートでは感動的な絶唱と抱腹
絶倒のトークが炸裂します。

▼日時　１１月１８日　　開場１８時３０分　
　開演１９時

▼場所　しらおい創造空間『蔵』

▼入場料　前売券　２,５００円、
　　　　　当日券　３,０００円

▼問い合わせ　しらおい創造空間『蔵
　（白老町本町１丁目７－５・�０１
　４４○８５ ３１０１）

 （金） 

●

�

 （水） 
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～ＮＰＯ法人モモンガくらぶ主催～
　森の恵みをつかった染めものや長い夜に 灯 すやさし

とも

い光を、ご家庭のインテリアにつけ加えてみませんか。
『草木染め』

▼日時　１１月９日（水）　９時３０分～１２時

▼参加料　５００円
※別途、材料費がかかります。

▼定員　１５人（申込順）
『クラフト教室（ランプシェードづくり）』

▼日時　１１月２０日（日）　９時３０分～１２時

▼参加料　２,０００円（材料費を含む）

▼定員　１５人（申込順）

　かつて幌別鉱山として栄えた面影や旬の自然を味わ
いながら、ふぉれすと鉱山周辺をのんびりと散策しま
す。 （大人向けプログラム）

▼日時　１１月３日（木）・１０日（木）　１０時～１２時

▼参加料　無料

▼定員　各１５人（申込順）

▼持ち物　外歩きに適し
　た服装、歩きやすい靴、
　帽子など
※雨天の場合は、ふぉれすと鉱山の館内を案内します。

　ヂカタビレンジャーは、ふぉれすと鉱山周辺の森が、
人や動物にとって居心地のよい場所になるよう森林整
備や森づくりを行うものです。
　５０年・１００年後の鉱山を創造しながら、一緒に楽し
く活動してみませんか。

▼対象　年齢・性別は、問いません。森づくりに興味
　のある方ならどなたでも参加できます。

　来年植える山取り苗を集めます。

▼日時　１１月３日（木）　１０時～１５時

▼集合場所　ふぉれすと鉱山

▼持ち物　軍手、昼食、タオル、地下足袋または長靴
▼日時　１２月１０日（土）　１０時～１５時

▼集合場所　ふぉれすと鉱山

▼持ち物　軍手、昼食、タオル、地下足袋または長靴
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 （木）  （日） 

』
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